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　那覇商工会議所では、新会館「中小企業振興会館」建設へのご
協力金(寄付金)を募集いたします。
　新会館は、地域のシンボルとして、また、会員皆さまの拠り所
として、利便性の向上をはじめ、防災機能、省エネ・周辺環境等へ
配慮し、これまで以上に会員の皆さまに親しまれる施設づくり
を目指しております。
　現行の経営相談・支援等の会員サービスの質の向上はもとよ
り、沖縄県全域を対象とした「テレワークの推進」、並びに「外国
語人材の育成」等、新たな事業を展開するなど、事業環境の変化
に応じた会員サービスの一層の拡充を図ってまいります。
　出費多端な折、誠に恐縮ですが、新会館建設に向けて、皆さま
のご支援・ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

　那覇商工会議所は、昭和２年の設立以来95年が経
過しました。これまで中小企業の経営支援はもとよ
り、地域経済の活性化、県経済の振興発展のために全
力を尽くしてきました。
　しかしながら、建物及び設備の老朽化が進行する
と共に、耐震性や防火性が不足している状況を踏ま
え、また、多様化する産業支援のニーズに対応するた
め、新会館「中小企業振興会館」として整備していく
ことが決定し、現在、令和５年８月の完成に向けて建
設工事を進めております。
　「中小企業振興会館」として建設される新会館も、
今後50年、100年の那覇市の振興はもとより、県経
済の発展並びにしなやかで強い沖縄経済の構築に向
けて中核を担う拠点として整備を進めています。

【期　　間】　令和４年８月１日～令和５年３月３１日まで
【方　　法】　口座振込
【金　　額】　●法人　３口以上
　　　　　　●個人　１口以上　※１口 １万円
【振込口座】
■琉  球  銀  行　本店(普)　１０８８４０７
■沖  縄  銀  行　本店(普)　２４１３８６４
■沖縄海邦銀行　本店(普)　８５０１２３

【口座名義】　那覇商工会議所 会頭 石嶺 伝一郎
　　　　　　  ※振込手数料はご負担願います。

【備　　考】　協力金(寄付金)は、一般寄付金としての
　　　　　　取り扱い(指定寄付金は非該当)となります。
　　　　　　　

２階ホール

１階エントランスロビー

名　　称
所 在 地
構造規模
延床面積
主要機能

中小企業振興会館
那覇市久米2丁目2番10
鉄骨造　地上7階建て
約4,600㎡（約1,390坪）
７階
4～6階
３階
２階
１階

コワーキングスペース等
テナント事務所
相談室・事務室
ホール及び大会議室
エントランスロビー
テレワーク体験コーナー
交流スペース

：
：
：
：
：

建築概要

〇床面積 約4,600㎡(約1,390坪) 旧会館より、約1.9倍
　大きくなります。
〇１階は、テレワークツールの展示並びに体験コーナー
　を設置し導入に向けたサポートを行います。
〇２階は、ホール(253㎡予定)及び大会議室(90㎡予定)
　を設置し会員価格で貸出を行います。
〇３階は、那覇商工会議所事務所を設置しよりご相談し
　やすい環境を整備します。

〇４階から６階は、テナント事務所として貸出を予定して
　います。詳細については決まり次第、本誌面にて改めて
　ご案内いたします。

〇７階は、施設利用者共有のコワーキングスペースとして
　整備します。

中小企業振興会館 概要 

完成イメージ（北西方面から）

ナ  ハ ショウコウカイギショ カイトウ イシミネ デンイチロウ

■周辺環境との関係イメージ

約1.9倍
約3.8倍
約1.8倍
約1.3倍
約1.3倍

 地下１階 / 地上4階
2,410.50㎡
418.90㎡ 
868.14㎡ 
859.92㎡ 
263.54㎡

地上7階　
約4,605.18㎡
約1,586.18㎡
約1,573.90㎡
約1,102.17㎡
約342.93㎡

■新旧会館比較表
新 会 館 旧 会 館 備　考

建 物 規 模
延 べ 床 面 積
会議所専有面積
テナント専有面積
共 用 部 分 面 積
会 議 室 面 積

主な工程

■新会館建設工事 スケジュール（概要）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
仮設工事

基礎工事
本体工事

外構工事
検査

電気・機械設備

磁気探査
地下部解体

令和4年度

本杭打設・基礎梁
躯体工事・外装工事・内装工事
配管・配線・器具取付・各種機器搬入

建築確認審査

令和5年度

　「中小企業振興会館」は、
旧那覇商工会議所会館跡地
(那覇市久米2-2-10)で建
設を進めております。
　令和4年3月には地上部
解体工事が終了し、地下部
解体と埋め戻し工事を行っ
ておりましたが、無事終了
し、9月より本杭打設工事
が始まりました。
　令和5年8月の竣工に向
けて、定期的に工事の進捗
状況を本誌面にてご報告し
てまいります。

工事進捗状況報告

本杭打設の様子

新会館「中小企業振興会館」
建設に係る協力金(寄付金)のお願い
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2 

年
、
全
国
の
商
工
会
議
所
の
発
意

に
よ
り
、
わ
が
国
経
済
全
体
を
見
据
え
た
活
動
を
展
開
す
る
組
織
と
し
て

創
立
さ
れ
た
。
以
降
、
こ
れ
ま
で 

1
0
0 

年
間
に
わ
た
り
、
わ
が
国
商

工
業
者
お
よ
び
地
域
経
済
・
日
本
経
済
の
発
展
を
使
命
に
、
全
国
の
商
工

会
議
所
と
の
強
固
な
連
携
の
も
と
、
多
様
な
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　
現
在
、
わ
が
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
本
格
的
な
人
口

減
少
社
会
の
到
来
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
、
急
激

な
環
境
変
化
に
伴
う
様
々
な
経
済
社
会
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　
我
々
は
、
記
念
す
べ
き
創
立 

1
0
0 

周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
先
人

が
そ
の
叡
智
と
果
断
な
行
動
に
よ
り
、
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
た
歴
史
を

顧
み
、
自
ら
の
責
務
の
重
大
さ
に
思
い
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
時
代

や
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
日
本
経
済
を
支
え
る
企
業
、
と
り
わ
け
そ
の

大
宗
を
占
め
る
中
小
企
業
の
発
展
な
ら
び
に
地
域
経
済
の
繁
栄
に
、
引
き

続
き
、
尽
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
に
、
日
本
商
工
会
議
所
な
ら
び
に
全
国
の
商
工
会
議
所
は
、
そ
の

団
結
を
一
層
堅
固
な
も
の
と
し
、「
地
域
と
と
も
に
、
未
来
を
創
る
」
と

の
信
念
の
も
と
、
全
国 

1
2
3 

万
会
員
企
業
と
と
も
に
、 

前
途
洋
々
た

る
日
本
と
地
域
の
未
来
を
創
造
す
べ
く
、
以
下
の
諸
活
動
に
邁
進
す
る
こ

と
を
、
宣
言
す
る
。

宣
　言
　〜
地
域
と
と
も
に
、未
来
を
創
る
〜

2
0
2
2
年
９
月 

16 

日

日
本
商
工
会
議
所
　
　
全
国
商
工
会
議
所

地
域
経
済
・
日
本
経
済
が
停
滞
か
ら
変
革
へ
の
大
転
換
期
を
迎
え
た

今
、
民
間
の
意
欲
的
な
挑
戦
の
結
実
に
向
け
、
会
員
企
業
一
社
一
社
の

声
を
結
集
し
た
政
策
提
言
活
動
を
積
極
果
敢
に
展
開
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
や
科
学
技
術
の
進
展
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ 

な
ど
、
変
化
の
波
を
、
中
小
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
に
繋
げ
る
た
め
、
未
来
に
向
け
、
自
己
変
革
に
果
断
に
挑
戦
す
る

中
小
企
業
を
強
力
に
後
押
し
す
る
。

人
と
企
業
が
輝
く
地
域
の
創
造
に
向
け
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え

る
中
小
企
業
の
活
力
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
多
様
な
主
体
と

の
連
携
を
深
め
、
そ
の
柱
石
と
し
て
の
役
割
を
最
大
限
発
揮
す
る
。

地
域
経
済
・
日
本
経
済
の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

変
革
や
価
値
あ
る
事
業
・
技
術
の
継
承
、
海
外
進
出
に
挑
戦
す
る
人
材

や
、
デ
ジ
タ
ル
や
Ａ
Ｉ
な
ど
先
端
技
術
活
用
の
た
め
の
専
門
人
材
の
育

成
・
確
保
な
ど
人
へ
の
投
資
に
尽
力
す
る
。

商
工
会
議
所
の
組
織
強
化
お
よ
び
事
業
活
動
の
一
層
の
活
発
化
を
図

り
、
も
っ
て
地
域
経
済
・
日
本
経
済
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、
自
ら

も
時
代
や
社
会
の
変
化
に
絶
え
ず
挑
戦
す
る
。

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

日
本
商
工
会
議
所 

創
立
1
0
0
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　
去
っ
た
９
月
16
日（
金
）「
日
本
商
工
会
議
所 

創
立
1
0
0
周
年
記
念
式
典
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

都
内
で
開
か
れ
た
式
典
で
は
、天
皇
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、

多
数
の
来
賓
に
ご
列
席
い
た
だ
き
商
工
会
議
所
関
係
者
を
含
め
お
よ
そ
1 

1
0
0
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

※
日
本
商
工
会
議
所
は
1
9
2
2
年
全
国
の
商
工
会
議
所 

　の
連
合
会
組
織
と
し
て
創
立
。現
在
は
全
国
5
1
5
商
工

　会
議
所
、1
2
3
万
人
の
会
員
企
業
数
に
至
っ
て
い
る
。

1����
2����

,
出典：日本商工会議所

岸田内閣総理大臣による祝辞

御言葉を述べられる天皇陛下

岡田 直樹 沖縄担当大臣へ要請書手交萩生田 光一 自民党政務調査会長へ要請書手交

橘 慶一郎 沖縄振興調査会幹事長へ要請書手交石井 啓一 公明党幹事長へ要請書手交

出典：日本商工会議所
三村日本商工会議所会頭による式辞

　
日
本
商
工
会
議
所
の
三
村
会
頭
は
、「
戦

後
復
興
や
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
東
日
本  

大
震
災
な
ど
幾
多
の
苦
難
に
対
し
、
全
国

の
商
工
会
議
所
の
連
携
の
も
と
地
域
経
済

の
活
性
化
に
尽
力
し
て
き
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
や
国
際
社
会
の
変
容
な
ど
急
激
な
環
境

変
化
に
直
面
し
て
い
る
が
、「
地
域
と
と
も

に
、
未
来
を
創
る
」
と
の
理
念
の
も
と
、

自
己
変
革
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
中
小
企
業

を
一
丸
と
な
っ
て
支
援
し
、
地
域
経
済
・

日
本
経
済
の
成
長
・
発
展
に
貢
献
し
て
い

く
」
と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
天
皇
陛
下
か
ら

は
、
中
小
企
業
の
経
営
支
援
や
産
業
人
材

育
成
、
地
域
経
済
社
会
の
活
性
化
な
ど
、

商
工
会
議
所
活
動
に
触
れ
た
う
え
で
「
近

年
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

事
業
者
へ
の
復
興
支
援
や
、
新
型
コ
ロ 

ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
事
業

者
へ
の
支
援
な
ど
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い

る
と
聞
き
ま
す
。 

こ
う
し
た
日
本
商
工
会
議

所
並
び
に
全
国
の
商
工
会
議
所
関
係
者
の

長
年
に
わ
た
る
尽
力 

と
た
ゆ
み
な
い
努
力

に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。」
と
御
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
式
典
で
は
、
全
国
の
商
工
会
議
所
の

関
係
者
と
と
も
に
、
商
工
会
議
所
の
使
命
・

役
割
を
再
認
識
し
、
未
来
へ
の
飛
躍
に
向

け
た
商
工
会
議
所
の
活
動
指
針
で
あ
る
宣

言
が
公
表
さ
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

沖
縄
県
経
済
団
体
会
議

電
気
料
金
の
値
上
げ
に
向
け
た

財
政
支
援
を
要
請

　
沖
縄
県
経
済
団
体
会
議（
議
長
：
石
嶺 

伝
一
郎 

那
覇
商
工
会
議
所 

会
頭
）

は
、内
閣
官
房
長
官
、沖
縄
担
当
大
臣
、経
済
産
業
大
臣
等
に
対
し
、燃
料
価
格

高
騰
に
伴
う
電
気
料
金
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
支
援
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

● 

松
野 

内
閣
官
房
長
官

● 

岡
田 

沖
縄
担
当
大
臣

● 

西
村 

経
済
産
業
大
臣

● 

茂
木 

自
民
党
幹
事
長

● 

石
井 

公
明
党
幹
事
長

● 

遠
藤 

自
民
党
総
務
会
長

● 

萩
生
田 

自
民
党
政
務
調
査
会
長

● 

小
渕 

沖
縄
振
興
調
査
会
長

● 

橘 

沖
縄
振
興
調
査
会 

幹
事
長

　
９
月
21
日
（
水
）、
燃
料
費
高
騰
に
よ
り

大
幅
な
負
担
増
が
見
込
ま
れ
る
電
力
使
用

者
へ
の
財
政
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
要
請
で
は
、
円
安
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
等
の
影
響
で
燃
料
価
格
が
高
騰

し
、
電
力
の
供
給
原
価
の
大
幅
な
上
昇
と

燃
料
価
格
高
止
ま
り
が
続
く
見
通
し
で
あ

る
こ
と
に
触
れ
、
電
気
料
金
の
大
幅
な
負

担
増
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
。「
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
や

原
材
料
価
格
の
上
昇
な
ど
の
影
響
に
よ
り

企
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
、
回
復
を
目
指
す
県
経
済
に

深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
」
と
し
て
、
事
業

者
へ
の
財
政
支
援
を
求
め
る
要
請
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
要
請
に
対
し
て
岡
田
沖
縄
担
当
大
臣

は
、「
沖
縄
の
地
理
的
な
特
殊
事
情
や
化
石

燃
料
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
特
殊
性
は
理

解
し
て
い
る
。
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

中
に
「
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」（
重
点
交
付

金
）
の
創
設
等
を
盛
り
込
ん
だ
追
加
の
物

価
高
対
策
を
決
定
し
た
。
６
千
億
円
の
追

加
措
置
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
自
治
体
と

連
携
し
事
業
者
支
援
に
活
用
し
て
ほ
し

い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

要  

請  

先
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年
記
念
式
典
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

都
内
で
開
か
れ
た
式
典
で
は
、天
皇
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、

多
数
の
来
賓
に
ご
列
席
い
た
だ
き
商
工
会
議
所
関
係
者
を
含
め
お
よ
そ
1 

1
0
0
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

※

日
本
商
工
会
議
所
は
1
9
2
2
年
全
国
の
商
工
会
議
所 

　の
連
合
会
組
織
と
し
て
創
立
。現
在
は
全
国
5
1
5
商
工

　会
議
所
、1
2
3
万
人
の
会
員
企
業
数
に
至
っ
て
い
る
。

1����
2����

,
出典：日本商工会議所

岸田内閣総理大臣による祝辞

御言葉を述べられる天皇陛下

岡田 直樹 沖縄担当大臣へ要請書手交萩生田 光一 自民党政務調査会長へ要請書手交

橘 慶一郎 沖縄振興調査会幹事長へ要請書手交石井 啓一 公明党幹事長へ要請書手交

出典：日本商工会議所
三村日本商工会議所会頭による式辞

　
日
本
商
工
会
議
所
の
三
村
会
頭
は
、「
戦

後
復
興
や
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
東
日
本  

大
震
災
な
ど
幾
多
の
苦
難
に
対
し
、
全
国

の
商
工
会
議
所
の
連
携
の
も
と
地
域
経
済

の
活
性
化
に
尽
力
し
て
き
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
や
国
際
社
会
の
変
容
な
ど
急
激
な
環
境

変
化
に
直
面
し
て
い
る
が
、「
地
域
と
と
も

に
、
未
来
を
創
る
」
と
の
理
念
の
も
と
、

自
己
変
革
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
中
小
企
業

を
一
丸
と
な
っ
て
支
援
し
、
地
域
経
済
・

日
本
経
済
の
成
長
・
発
展
に
貢
献
し
て
い

く
」
と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
天
皇
陛
下
か
ら

は
、
中
小
企
業
の
経
営
支
援
や
産
業
人
材

育
成
、
地
域
経
済
社
会
の
活
性
化
な
ど
、

商
工
会
議
所
活
動
に
触
れ
た
う
え
で
「
近

年
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

事
業
者
へ
の
復
興
支
援
や
、
新
型
コ
ロ 

ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
事
業

者
へ
の
支
援
な
ど
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い

る
と
聞
き
ま
す
。 

こ
う
し
た
日
本
商
工
会
議

所
並
び
に
全
国
の
商
工
会
議
所
関
係
者
の

長
年
に
わ
た
る
尽
力 

と
た
ゆ
み
な
い
努
力

に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。」
と
御
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
式
典
で
は
、
全
国
の
商
工
会
議
所
の

関
係
者
と
と
も
に
、
商
工
会
議
所
の
使
命
・

役
割
を
再
認
識
し
、
未
来
へ
の
飛
躍
に
向

け
た
商
工
会
議
所
の
活
動
指
針
で
あ
る
宣

言
が
公
表
さ
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

沖
縄
県
経
済
団
体
会
議

電
気
料
金
の
値
上
げ
に
向
け
た

財
政
支
援
を
要
請

　
沖
縄
県
経
済
団
体
会
議（
議
長
：
石
嶺 

伝
一
郎 

那
覇
商
工
会
議
所 

会
頭
）

は
、内
閣
官
房
長
官
、沖
縄
担
当
大
臣
、経
済
産
業
大
臣
等
に
対
し
、燃
料
価
格

高
騰
に
伴
う
電
気
料
金
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
支
援
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

● 

松
野 

内
閣
官
房
長
官

● 

岡
田 

沖
縄
担
当
大
臣

● 

西
村 

経
済
産
業
大
臣

● 

茂
木 

自
民
党
幹
事
長

● 

石
井 

公
明
党
幹
事
長

● 

遠
藤 

自
民
党
総
務
会
長

● 

萩
生
田 

自
民
党
政
務
調
査
会
長

● 

小
渕 

沖
縄
振
興
調
査
会
長

● 

橘 

沖
縄
振
興
調
査
会 

幹
事
長

　
９
月
21
日
（
水
）、
燃
料
費
高
騰
に
よ
り

大
幅
な
負
担
増
が
見
込
ま
れ
る
電
力
使
用

者
へ
の
財
政
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
要
請
で
は
、
円
安
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
等
の
影
響
で
燃
料
価
格
が
高
騰

し
、
電
力
の
供
給
原
価
の
大
幅
な
上
昇
と

燃
料
価
格
高
止
ま
り
が
続
く
見
通
し
で
あ

る
こ
と
に
触
れ
、
電
気
料
金
の
大
幅
な
負

担
増
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
。「
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
や

原
材
料
価
格
の
上
昇
な
ど
の
影
響
に
よ
り

企
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
、
回
復
を
目
指
す
県
経
済
に

深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
」
と
し
て
、
事
業

者
へ
の
財
政
支
援
を
求
め
る
要
請
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
要
請
に
対
し
て
岡
田
沖
縄
担
当
大
臣

は
、「
沖
縄
の
地
理
的
な
特
殊
事
情
や
化
石

燃
料
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
特
殊
性
は
理

解
し
て
い
る
。
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

中
に
「
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」（
重
点
交
付

金
）
の
創
設
等
を
盛
り
込
ん
だ
追
加
の
物

価
高
対
策
を
決
定
し
た
。
６
千
億
円
の
追

加
措
置
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
自
治
体
と

連
携
し
事
業
者
支
援
に
活
用
し
て
ほ
し

い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

要  

請  
先
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健康経営優良法人2023　直前対策セミナー

説明する銘苅幸多氏

沖縄関税会連合会名幸会長挨拶

第１回セミナーの様子

サイバー攻撃対策セミナー会場参加者

健
康
と
生
産
性
両
立
へ
連
携

　
９
月
13
日（
火
）オ
ン
ラ
イ
ン
配
信（
T
e
a
m
s
）に
て
本
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
2
0
2
3
の
具
体
的
な
取
り
組
み
方
法
、申
請
ポ

イ
ン
ト
を
健
康
経
営
の
専
門
家
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。参
加
者
は
69

名
で
し
た
。沖

縄
県
内
企
業
を
と
り
ま
く
、

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
状
況
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
が
狙
わ
れ
て
い
る

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
2
0
2
3
申
請
対
策
セ
ミ
ナ
ー

＆
う
ち
な
ー
健
康
企
業
会
第
２
回
定
例
会

　
セ
ミ
ナ
ー
は
２
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第
１
部
で
は
「
サ
イ
バ
ー
犯

罪
の
現
状
と
対
策
」
に
つ
い
て
沖
縄
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
サ
イ
バ
ー

犯
罪
対
策
課 

赤
嶺
氏
が
講
師
を
務
め
、県
内
企
業
を
取
り
巻
く
サ
イ
バ
ー

犯
罪
の
状
況
を
解
説
い
た
だ
き
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
対
策
や
、
サ
イ
バ
ー

リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に
も
「
O
S
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
最
新
状
態
に
保

つ
」「
デ
ー
タ
を
こ
ま
め
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
」
な
ど
基
本
の
対
策
の

重
要
性
を
述
べ
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
「
サ
イ
バ
ー
攻

撃
の
実
態
と
対
策
の
ポ
イ
ン

ト
」
に
つ
い
て
、
M
S
＆
A
D

イ
ン
タ
ー
リ
ス
ク
総
研
株
式
会

社 

辻
本
氏
が
講
師
を
務
め
、

大
企
業
だ
け
で
な
く
中
小
企
業

が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
狙
わ
れ
る

理
由
や
、
実
態
を
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
多
く
の
事
業

者
様
が
参
加
し
て
お
り
、
サ
イ

バ
ー
リ
ス
ク
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
９
月
12
日（
月
）沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
Z
o
o
m
に
て
、

「
中
小
企
業
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」を
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
形
式
で
開
催
し
、参
加
者
は
1
1
0
名
で
し
た
。

　
第
１
回
【
経
営
者
の
た
め
の
D
X
入
門
セ
ミ
ナ
ー
】
〜

ビ
ジ
ネ
ス
や
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
本

当
の
理
由
が
わ
か
る
〜
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、

銘
苅
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
の
銘
苅
幸
多
氏
を
招
き
、

D
X
に
関
す
る
素
朴
な
疑
問
や
D
X
の
本
質
、
D
X
を
始

め
る
に
あ
た
っ
て
の
失
敗
し
な
い
考
え
方
や
進
め
方
に
つ

い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
セ
ミ
ナ
ー
は
３
回
の

シ
リ
ー
ズ
と
な
っ
て
お
り
、
D
X
に
つ
い
て
よ
り
深
く
知

識
を
得
る
事
が
出
来
る
セ
ミ
ナ
ー
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
10
月
１
日
よ
り
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
事
業
者
の
皆
様
を
対
象
に
【
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
対
策
セ
ミ
ナ
ー
】
を
沖
縄
間
税
会
連
合

会
主
催
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
沖
縄
国
税
事

務
所
下
地
氏
を
招
き
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
基
本
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
動
画
視
聴
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

概
要
に
つ
い
て
の
解
説
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
応
に
向

け
た
準
備
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
頂
き
ま
し
た
。
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
は
、
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
の
新
た

な
制
度
と
い
え
ま
す
。
早
め
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。 　

９
月
26
日（
月
）浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」結
の
街

に
て
D
X
セ
ミ
ナ
ー
第
２
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
で
き
る
組
織
・
チ
ー
ム
の
作
り
方

〜
デ
ジ
タ
ル
で
生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に
は
組
織
づ
く
り
に
コ

ツ
が
あ
る
〜
を
開
催
し
ま
し
た
。
１
回
目
に
引
き
続
き
銘
苅
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
の
銘
苅
氏
を
講
師
に
、
デ
ジ
タ
ル
で
生

産
性
を
上
げ
る
組
織
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
で
き
る
組
織
へ

の
変
革
に
つ
い
て
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
、
環
境
、
知
識
・
ス
キ
ル
・

教
育
、
組
織
変
革
の
進
め
方
に
つ
い
て
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。

企
業
変
革
に
は
８
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
順
番
に

実
行
す
る
こ
と
が
企
業
変
革
に
繋
が
り
、
D
X
を
推
し
進
め
る

原
動
力
と
な
る
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
主
催
で
あ
る
ア
ク
サ
生
命
保

険
株
式
会
社 

沖
縄
支
社
長 

松
田
雅
博
氏

よ
り
、
健
康
経
営
の
ア
ク
サ
生
命
の
取
り

組
み
内
容
や
、
健
康
経
営
優
良
法
人
に
つ

い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
講
師
の
稲
田
耕
平
氏
か
ら
健
康
経

営
を
成
功
に
導
く
ポ
イ
ン
ト
、
健
康
経
営

優
良
法
人
認
定
の
進
め
方
の
ご
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
健
康
経
営
の
目
的
と
効

果
を
説
明
し
、
参
加
者
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
ま
た
、
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定

2
0
2
3
申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
申
請
ポ

イ
ン
ト
を
一
つ
一
つ
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
仕
事
と
生
活
習
慣
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
業
種
に
よ
る
健
康
課
題
の
違
い

を
分
析
し
、
健
康
経
営
課
題
の
具
体
例
を

あ
げ
、
課
題
を
解
決
・
業
務
の
効
率
化
を

図
り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
実
践
例
等
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
外
部
支
援
機
関

「
A
C
T
I
O
N
！
健
康
経
営
」「
地
域

産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
」「
こ
こ
ろ
の
耳
」

な
ど
の
活
用
を
促
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
協
会
け
ん
ぽ
沖
縄
支
部 

企
画

総
務
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
玉
城
雅
人
氏
か

ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
健
康
経
営
に
取
り

組
む
事
業
所
へ
の
サ
ポ
ー
ト
内
容
説
明
や

「
う
ち
な
ー
健
康
経
営
宣
言
」
へ
の
登
録

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
今

年
度
認
定
を
目
指
す
た
め
大
変
勉
強
に

な
っ
た
等
の
上
々
の
評
価
を
い
た
だ
け
ま

し
た
。

　
９
月
20
日（
火
）浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

結
の
街
に
て
、D
X
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

火/9 20

３号議員選任に関するお知らせ

イオン琉球(株)
(学)石川学園
(株)沖電工
(株)沖縄海邦銀行
(株)沖縄銀行

沖縄セルラー電話(株)
沖縄電力(株)
オリオンビール(株)
(株)かりゆし
(株)國場組

ザ・テラスホテルズ(株)
(株)サンエー
大同火災海上保険(株)
拓南製鐵(株)
日本トランスオーシャン航空(株)

(株)リウボウインダストリー
琉球海運(株)
(株)琉球銀行
(株)りゅうせき

　
９
月
２
日（
金
）浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

結
の
街
に
て
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
策
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、参
加
者
は
40
名
で
し
た
。

那覇商工会議所では、役員・議員改選に伴う１号・２号議員協議会（令和４年９月15日開催）において、
以下の通り３号議員が選任されましたのでお知らせいたします。

セミナーの様子

１
２
３
４
５

６
７
８
９
１０

１１
１２
１３
１４
１５

１６
１７
１８
１９

※五十音順
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あ
る
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疑
問
に
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え
し
ま
す

事
業
者
の
皆
様
、

ご
存
知
で
す
か
？

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を

変
革
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

一
人
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一
歩
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ら
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ま
る
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健康経営優良法人2023　直前対策セミナー

説明する銘苅幸多氏

沖縄関税会連合会名幸会長挨拶

第１回セミナーの様子

サイバー攻撃対策セミナー会場参加者

健
康
と
生
産
性
両
立
へ
連
携

　
９
月
13
日（
火
）オ
ン
ラ
イ
ン
配
信（
T
e
a
m
s
）に
て
本
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
2
0
2
3
の
具
体
的
な
取
り
組
み
方
法
、申
請
ポ

イ
ン
ト
を
健
康
経
営
の
専
門
家
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。参
加
者
は
69

名
で
し
た
。沖

縄
県
内
企
業
を
と
り
ま
く
、

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
状
況
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
が
狙
わ
れ
て
い
る

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
2
0
2
3
申
請
対
策
セ
ミ
ナ
ー

＆
う
ち
な
ー
健
康
企
業
会
第
２
回
定
例
会

　
セ
ミ
ナ
ー
は
２
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第
１
部
で
は
「
サ
イ
バ
ー
犯

罪
の
現
状
と
対
策
」
に
つ
い
て
沖
縄
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
サ
イ
バ
ー

犯
罪
対
策
課 

赤
嶺
氏
が
講
師
を
務
め
、県
内
企
業
を
取
り
巻
く
サ
イ
バ
ー

犯
罪
の
状
況
を
解
説
い
た
だ
き
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
対
策
や
、
サ
イ
バ
ー

リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に
も
「
O
S
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
最
新
状
態
に
保

つ
」「
デ
ー
タ
を
こ
ま
め
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
」
な
ど
基
本
の
対
策
の

重
要
性
を
述
べ
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
「
サ
イ
バ
ー
攻

撃
の
実
態
と
対
策
の
ポ
イ
ン

ト
」
に
つ
い
て
、
M
S
＆
A
D

イ
ン
タ
ー
リ
ス
ク
総
研
株
式
会

社 

辻
本
氏
が
講
師
を
務
め
、

大
企
業
だ
け
で
な
く
中
小
企
業

が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
狙
わ
れ
る

理
由
や
、
実
態
を
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
多
く
の
事
業

者
様
が
参
加
し
て
お
り
、
サ
イ

バ
ー
リ
ス
ク
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
９
月
12
日（
月
）沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
Z
o
o
m
に
て
、

「
中
小
企
業
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」を
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
形
式
で
開
催
し
、参
加
者
は
1
1
0
名
で
し
た
。

　
第
１
回
【
経
営
者
の
た
め
の
D
X
入
門
セ
ミ
ナ
ー
】
〜

ビ
ジ
ネ
ス
や
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
本

当
の
理
由
が
わ
か
る
〜
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、

銘
苅
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
の
銘
苅
幸
多
氏
を
招
き
、

D
X
に
関
す
る
素
朴
な
疑
問
や
D
X
の
本
質
、
D
X
を
始

め
る
に
あ
た
っ
て
の
失
敗
し
な
い
考
え
方
や
進
め
方
に
つ

い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
セ
ミ
ナ
ー
は
３
回
の

シ
リ
ー
ズ
と
な
っ
て
お
り
、
D
X
に
つ
い
て
よ
り
深
く
知

識
を
得
る
事
が
出
来
る
セ
ミ
ナ
ー
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
10
月
１
日
よ
り
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
事
業
者
の
皆
様
を
対
象
に
【
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
対
策
セ
ミ
ナ
ー
】
を
沖
縄
間
税
会
連
合

会
主
催
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
沖
縄
国
税
事

務
所
下
地
氏
を
招
き
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
基
本
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
動
画
視
聴
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

概
要
に
つ
い
て
の
解
説
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
応
に
向

け
た
準
備
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
頂
き
ま
し
た
。
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
は
、
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
の
新
た

な
制
度
と
い
え
ま
す
。
早
め
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。 　

９
月
26
日（
月
）浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」結
の
街

に
て
D
X
セ
ミ
ナ
ー
第
２
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
で
き
る
組
織
・
チ
ー
ム
の
作
り
方

〜
デ
ジ
タ
ル
で
生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に
は
組
織
づ
く
り
に
コ

ツ
が
あ
る
〜
を
開
催
し
ま
し
た
。
１
回
目
に
引
き
続
き
銘
苅
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
の
銘
苅
氏
を
講
師
に
、
デ
ジ
タ
ル
で
生

産
性
を
上
げ
る
組
織
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
で
き
る
組
織
へ

の
変
革
に
つ
い
て
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
、
環
境
、
知
識
・
ス
キ
ル
・

教
育
、
組
織
変
革
の
進
め
方
に
つ
い
て
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。

企
業
変
革
に
は
８
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
順
番
に

実
行
す
る
こ
と
が
企
業
変
革
に
繋
が
り
、
D
X
を
推
し
進
め
る

原
動
力
と
な
る
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
主
催
で
あ
る
ア
ク
サ
生
命
保

険
株
式
会
社 

沖
縄
支
社
長 

松
田
雅
博
氏

よ
り
、
健
康
経
営
の
ア
ク
サ
生
命
の
取
り

組
み
内
容
や
、
健
康
経
営
優
良
法
人
に
つ

い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
講
師
の
稲
田
耕
平
氏
か
ら
健
康
経

営
を
成
功
に
導
く
ポ
イ
ン
ト
、
健
康
経
営

優
良
法
人
認
定
の
進
め
方
の
ご
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
健
康
経
営
の
目
的
と
効

果
を
説
明
し
、
参
加
者
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
ま
た
、
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定

2
0
2
3
申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
申
請
ポ

イ
ン
ト
を
一
つ
一
つ
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
仕
事
と
生
活
習
慣
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
業
種
に
よ
る
健
康
課
題
の
違
い

を
分
析
し
、
健
康
経
営
課
題
の
具
体
例
を

あ
げ
、
課
題
を
解
決
・
業
務
の
効
率
化
を

図
り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
実
践
例
等
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
外
部
支
援
機
関

「
A
C
T
I
O
N
！
健
康
経
営
」「
地
域

産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
」「
こ
こ
ろ
の
耳
」

な
ど
の
活
用
を
促
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
協
会
け
ん
ぽ
沖
縄
支
部 

企
画

総
務
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
玉
城
雅
人
氏
か

ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
健
康
経
営
に
取
り

組
む
事
業
所
へ
の
サ
ポ
ー
ト
内
容
説
明
や

「
う
ち
な
ー
健
康
経
営
宣
言
」
へ
の
登
録

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
今

年
度
認
定
を
目
指
す
た
め
大
変
勉
強
に

な
っ
た
等
の
上
々
の
評
価
を
い
た
だ
け
ま

し
た
。

　
９
月
20
日（
火
）浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

結
の
街
に
て
、D
X
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

火/9 20

３号議員選任に関するお知らせ

イオン琉球(株)
(学)石川学園
(株)沖電工
(株)沖縄海邦銀行
(株)沖縄銀行

沖縄セルラー電話(株)
沖縄電力(株)
オリオンビール(株)
(株)かりゆし
(株)國場組

ザ・テラスホテルズ(株)
(株)サンエー
大同火災海上保険(株)
拓南製鐵(株)
日本トランスオーシャン航空(株)

(株)リウボウインダストリー
琉球海運(株)
(株)琉球銀行
(株)りゅうせき

　
９
月
２
日（
金
）浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

結
の
街
に
て
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
策
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、参
加
者
は
40
名
で
し
た
。

那覇商工会議所では、役員・議員改選に伴う１号・２号議員協議会（令和４年９月15日開催）において、
以下の通り３号議員が選任されましたのでお知らせいたします。

セミナーの様子

１
２
３
４
５

６
７
８
９
１０

１１
１２
１３
１４
１５

１６
１７
１８
１９

※五十音順
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？

イ
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デジタル化基盤導入枠
デジタル化基盤導入類型

通常枠

補助額
30万円
～

150万円
未満

150万円
～

450万円
以下

5万円
～

50万円
以下

会計・受発注・
決済・ECソフト

PC・
タブレット等

レジ・
券売機等

50万円超
～

350万円

5万円
～

100万円～10万円 ～20万円

1/2以内1/2以内 1/23/4以内 2/3以内補助率

補助対
象経費

ソフトウェア購入費、
クラウド利用料（最大1年分）、
導入関連費

サイバーセキュリティ
サービス利用料
（最大2年分）

ソフトウェア購入費、クラウド利用料（最大2年分）、
導入関連費、ハードウェア購入費

A類型 B類型
セキュリティ
対策推進枠

※ 補助金の詳細についてはIT導入補助金の公式ホームページをご参照ください。

補助上限

補  助  率

100万円～
4,000万円

100万円～
2,000万円

8,000万円～
1億円

100万円～
6,000万円

100万円～
1.5億円(※)

通常枠 緊急対策枠グリーン
成長枠

回復・再生応援枠
最低賃金枠類　型

従業員数 20人以下 21名～50人 51名～100人 101人以上101人以上 5人以下 6名～20人 21人以上 51人以上

大規模賃金
引上枠

100万円～
8,000万円

100万円～
500万円

100万円～
1,000万円

100万円～
1,500万円

5人以下 6人～20人 21人～50人

100万円～
1,000万円

100万円～
2,000万円

100万円～
3,000万円

100万円～
4,000万円

ー

中小企業 2/3（6,000万円超は1/2）
中堅企業 1/2（4,000万円超は1/3）

中小企業 3/4
中堅企業 2/3

中小企業 1/2
中堅企業 1/3

(※)中小企業者：100万円～1億円　　中堅企業：100万円～1.5億円
(※1)従業員数5人以下の場合500万円を超える部分、従業員数6～20人の場合1,000万円を超える部分、従業員数21人以上の場合1,500万円を超える部分は２／３）
(※2)従業員数5人以下の場合500万円を超える部分、従業員数6～20人の場合1,000万円を超える部分、従業員数21人以上の場合1,500万円を超える部分は１／２）

中小企業等 3/4（※１）
中堅企業等 2/3（※２）

自社の課題やニーズに合った
IT ツールを導入する経費の一部を補助する制度です。

新分野展開、業態転換、事業・業種転換、事業再編に取り組む
事業者を支援する制度です。

事業再構築補助金

☎

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける
中小・小規模事業者、個人事業主向け のご案内支援制度

那覇商工会議所「新型コロナに関する経営相談窓口」

※本内容は8月末の情報をもとに編集しています。

那覇商工会議所
中小企業相談部
098-868-3759

●融資関連
　（マル経融資・新型コロナウイルス感染症特別貸付（沖縄公庫）・沖縄県融資制度等
　に関する相談）

●補助金関連
　（小規模事業者持続化補助金等に関する相談）等

運転7年以内、設備10年以内

（平日9時～16時30分）

対　　象

主な申請要件

融資限度

利　　率

融資期間

融資限度額

利　　率

返済期間

運転1年以内、設備2年以内据置期間

●利下げ限度は、中小企業資金：3億円、生業・生活衛生資金：6千万円

直接お問い合わせ下さい。

中小企業資金 別枠 6 億円、生業・生活衛生資金 別枠 8千万円

当初 3年間は基準金利から0.9％引下げ（4年目以降は基準金利）

2,000万円

固定金利1.01%※R4.5月時点

相談窓口
事前予約制

☎

沖縄公庫「新型コロナウイルス感染症特別貸付」

沖縄公庫本店 
融資第二部
中小企業融資第一班
098-941-1785

☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部
098-868-3759

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、一時的に業況悪化を来している方であって、
一定の要件（※）に該当し、かつ、中長期的に業況が回復し発展することが見込まれる方
（※）最近1ヵ月間等の売上高が前4年のいずれかの同期と比較して5％以上減少している方等

マル経融資（小規模事業者経営改善資金）
沖経資金(沖縄雇用・経営基盤強化資金）

●那覇商工会議所の経営指導を原則６ヵ月以上受けている方
●確定申告をし、納期到来の税金を完納している方
●那覇市に本社があり、１年以上事業を行っている方
●商工業者であり、沖縄公庫の融資対象事業種の方など

融資制度

IT導入補助金
☎

サービス等生産性向上
IT導入支援事業
コールセンター
0570-666-424

50万円 100万円 200万円

２/３（賃金引上げ枠のうち赤字事業者については3/4）

通常枠 インボイス枠 賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠
補助上限

補  助  率

販路開拓等の取組の経費の一部を補助し
新たなビジネスやサービスの導入を支援する制度です。

小規模事業者持続化補助金（一般型）　
☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部

098-868-3759

☎0570-012-088

事業再構築補助金
コールセンター

1/2（２/３） ２/３ ２/３ ２/３ 1/2（２/３）

一　般　型

補助上限

補  助  率

1,000万円～
2,000万円（※）750万円～1,250万円（※） 3,000万円

通常枠 回復型賃上げ・
雇用拡大枠

デジタル枠 グリーン枠
グローバル
展開型類　　型

(※)従業員規模により補助上限の金額が異なります。補助率欄、（　）内は、小規模事業者の場合。

☎

ものづくり補助金 ものづくり補助金
沖縄県地域事務局
098-864-0080製品・サービス・試作品開発、生産プロセスの改善等に必要な

設備投資を支援する制度です。

補助金

※その他にも要件があります。

補助金
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デジタル化基盤導入枠
デジタル化基盤導入類型
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～
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以下

5万円
～

50万円
以下

会計・受発注・
決済・ECソフト
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ー
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融資制度

IT導入補助金
☎
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那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会

九
月
定
例
会
を
開
催

令
和
四
年
九
月
二
十
日（
火
）十
四
時
よ
り
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン
旭
の

間
に
て
、那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会
九
月
定
例
会
を
開
催
し
、二
十
四
名
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

123

123

報
告
事
項

十
月
の
予
定

アルベルト城間講演会チラシ

アルベルト城間講演会チラシ

1

2

デヴィ夫人講演会で記念撮影 定例会風景

日　時 ： 令和4年11月15日（火）18時30分開演（開場18時）
場　所 ： 沖縄県男女共同参画センターてぃるる １階ホール
料　金 ： 2,000円

収益事業
「アルベルト城間講演会」を開催致しますので周知及び
チケット販売についてご協力お願い致します。

若
手
後
継
者
育
成
事
業（
単
会
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
電
子
帳
簿

保
存
法
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

ア
ル
ベ
ル
ト
城
間
講
演
会
に
つ
い
て
九

月
八
日（
木
）の
臨
時
理
事
会
で
決
定
し

た
報
告
事
項
は
以
下
の
通
り
。

【
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
つ
い
て
】

　
個
人
ノ
ル
マ
を
撤
廃
し
、
各
委
員
会
で

九
十
枚
販
売
す
る
。

【
当
日
の
役
割
分
担
】

　
各
委
員
会
で
役
割
を
決
定
（
九
月
末
〜

十
月
初
旬
に
各
委
員
会
で
集
ま
り
、
チ

ケ
ッ
ト
の
販
売
状
況
の
確
認
・
当
日
の

役
割
分
担
に
つ
い
て
話
合
う
）

　
今
回
の
理
事
会
で
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に

つ
い
て
理
事
か
ら
意
見
が
あ
り
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

理
事
は
十
枚
、会
員
は
五
枚
の
チ
ケ
ッ

ト
を
郵
送
し
販
売
協
力
を
仰
ぐ
。

販
売
の
締
切
を
早
め
に
設
定
し
、状
況

を
把
握
し
、販
売
促
進
に
努
め
る
。

物
産
展
ブ
ー
ス
に
つ
い
て
那
覇
商
工

会
議
所
女
性
会
会
員
で
、四
〜
五
社
に

声
掛
け
す
る
予
定
。

※

事
務
局
よ
り
出
店
募
集
文
書
を
作
成
し
、

　
会
員
に
案
内
を
致
し
ま
す
。

出
店
料
：
チ
ケ
ッ
ト
五
枚
＋
割
当
枚
数

（
理
事
：
十
枚
　
会
員
：
五
枚
）

そ
の
他

理
事
辞
任
に
つ
い
て

南
風
原
早
記
氏（
株
）Re
エ
イ
ド
オ
キ
ナ
ワ

八
月
三
十
一
日
付
の
辞
任
届
を
受
理
し
、

理
事
会
で
辞
任
を
承
認
い
た
し
ま
し
た
。

ア
ル
ベ
ル
ト
城
間
講
演
会
チ
ケ
ッ
ト
販
売

状
況
報
告（
九
月
二
十
日
現
在
）

会
　
員
：
二
十
五
枚

一
　
般
：
七
枚

合
計
三
十
二
枚
入
金
済

会
員
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

（
一
）ロ
ワ
ジ
ー
ル
・
ホ
テ
ル
ズ
沖
縄

（
二
）二
胡
姫

（
三
）(

有)

浅
海
技
研

（
四
）ト
ー
タ
ル
バ
ラ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

（
五
）（
一
社
）琉
球
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

　
令
和
四
年
九
月
二
十
日（
火
）十
四
時
か
ら
、

ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン
二
階
旭
の
間
で
開

催
し
、
三
十
四
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
一
部
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
、
講
師

と
し
て
那
覇
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門
櫻
間

弥
生
氏
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
国
税
庁
の
動
画

を
交
え
て
概
要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
は
、
消
費
税
の
課
税
事
業
者
で
あ
っ

て
も
届
出
は
任
意
と
な
る
、
取
引
先
と
の
関
係

性
等
も
考
慮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
と
ま
ど

う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
に
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ツ
ー
ル
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
講
師
の
櫻
間
様
に
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
対
す
る
質
問
に
、
最
後
ま
で
丁
寧
に
回
答

い
た
だ
き
、
第
一
部
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
だ
後
、
第
二
部
電
子
帳
簿

保
存
法
に
つ
い
て
講
師
と
し
て(

有)

朝
日

印
刷
取
締
役
専
務
理
事
上
原
博
之
氏
に
説
明

を
お
願
い
し
ま
し
た
。（
以
下
説
明
内
容
）　

　
電
子
帳
簿
保
存
法
に
つ
い
て
の
制
度
の
内

容
や
、
電
子
取
引
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て

何
が
該
当
す
る
の
か
を
事
例
を
挙
げ
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
上
原
氏
は
、
今
回
の
制
度

改
正
に
お
け
る
対
策
と
し
て
、
あ
る
程
度
の

準
備
は
必
要
で
あ
り
、Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
や

持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
て
負
担
を
下
げ
て

準
備
を
進
め
て
欲
し
い
と
第
二
部
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
の
閉
会
の
挨
拶

を
上
原
玲
子
副
会
長
が
行
い
ま
し
た
。
上
原

副
会
長
は
、「
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
皆
様
の
不

安
が
少
し
で
も
解
消
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。

猶
予
期
間
も
あ
る
の
で
、
知
識
を
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
閉
会

致
し
ま
し
た
。

●
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総
会

　（福
島
大
会
）

　開
催
日
：
令
和
四
年
十
月
七
日（
金
）

　
　
　
　
　
〜
九
日
（
日
）

　場
　所
：
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
福
島

●
十
月
定
例
会

　日
　時
：
令
和
四
年
十
月
十
八
日（
火
）

　
　
　
　
　
十
一
時
三
十
分
〜
十
二
時
十
五
分

　場
　所
：
八
汐
荘
３
階
中
会
議
室

●
各
委
員
会
の
開
催

※

ア
ル
ベ
ル
ト
城
間
講
演
会
に
つ
い
て
の
チ

　
ケ
ッ
ト
販
売
状
況
や
当
日
の
役
割
分
担
等

　
の
打
ち
合
わ
せ
。

　日
　時
：
各
委
員
会
調
整
中

　場
　所
：
調
整
中

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
】

　
令
和
四
年
九
月
二
十
三
日
（
金
）
デ
ヴ
ィ

夫
人
の
講
演
会
に
大
宜
見
会
長
と
与
那
覇
副

会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
お
知
ら
せ
】

　「
ア
ル
ベ
ル
ト
城
間
講
演
会
」
の
チ
ケ
ッ

ト
販
売
へ
の
協
力
を
引
き
続
き
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
チ
ラ
シ
も
若
干
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
事

務
局
に
ご
連
絡
下
さ
い
。「アルベルト城間講演会」開催決定！

那覇税務署　櫻間弥生 氏（有）朝日印刷取締役専務理事
上原博之 氏

開会の挨拶をする大宜見会長
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加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

123

123

報
告
事
項

十
月
の
予
定

アルベルト城間講演会チラシ

アルベルト城間講演会チラシ

1

2

デヴィ夫人講演会で記念撮影 定例会風景

日　時 ： 令和4年11月15日（火）18時30分開演（開場18時）
場　所 ： 沖縄県男女共同参画センターてぃるる １階ホール
料　金 ： 2,000円

収益事業
「アルベルト城間講演会」を開催致しますので周知及び
チケット販売についてご協力お願い致します。

若
手
後
継
者
育
成
事
業（
単
会
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
電
子
帳
簿

保
存
法
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

ア
ル
ベ
ル
ト
城
間
講
演
会
に
つ
い
て
九

月
八
日（
木
）の
臨
時
理
事
会
で
決
定
し

た
報
告
事
項
は
以
下
の
通
り
。

【
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
つ
い
て
】

　
個
人
ノ
ル
マ
を
撤
廃
し
、
各
委
員
会
で

九
十
枚
販
売
す
る
。

【
当
日
の
役
割
分
担
】

　
各
委
員
会
で
役
割
を
決
定
（
九
月
末
〜

十
月
初
旬
に
各
委
員
会
で
集
ま
り
、
チ

ケ
ッ
ト
の
販
売
状
況
の
確
認
・
当
日
の

役
割
分
担
に
つ
い
て
話
合
う
）

　
今
回
の
理
事
会
で
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に

つ
い
て
理
事
か
ら
意
見
が
あ
り
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

理
事
は
十
枚
、会
員
は
五
枚
の
チ
ケ
ッ

ト
を
郵
送
し
販
売
協
力
を
仰
ぐ
。

販
売
の
締
切
を
早
め
に
設
定
し
、状
況

を
把
握
し
、販
売
促
進
に
努
め
る
。

物
産
展
ブ
ー
ス
に
つ
い
て
那
覇
商
工

会
議
所
女
性
会
会
員
で
、四
〜
五
社
に

声
掛
け
す
る
予
定
。

※

事
務
局
よ
り
出
店
募
集
文
書
を
作
成
し
、

　
会
員
に
案
内
を
致
し
ま
す
。

出
店
料
：
チ
ケ
ッ
ト
五
枚
＋
割
当
枚
数

（
理
事
：
十
枚
　
会
員
：
五
枚
）

そ
の
他

理
事
辞
任
に
つ
い
て

南
風
原
早
記
氏（
株
）Re
エ
イ
ド
オ
キ
ナ
ワ

八
月
三
十
一
日
付
の
辞
任
届
を
受
理
し
、

理
事
会
で
辞
任
を
承
認
い
た
し
ま
し
た
。

ア
ル
ベ
ル
ト
城
間
講
演
会
チ
ケ
ッ
ト
販
売

状
況
報
告（
九
月
二
十
日
現
在
）

会
　
員
：
二
十
五
枚

一
　
般
：
七
枚

合
計
三
十
二
枚
入
金
済

会
員
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

（
一
）ロ
ワ
ジ
ー
ル
・
ホ
テ
ル
ズ
沖
縄

（
二
）二
胡
姫

（
三
）(

有)

浅
海
技
研

（
四
）ト
ー
タ
ル
バ
ラ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

（
五
）（
一
社
）琉
球
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

　
令
和
四
年
九
月
二
十
日（
火
）十
四
時
か
ら
、

ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン
二
階
旭
の
間
で
開

催
し
、
三
十
四
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
一
部
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
、
講
師

と
し
て
那
覇
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門
櫻
間

弥
生
氏
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
国
税
庁
の
動
画

を
交
え
て
概
要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
は
、
消
費
税
の
課
税
事
業
者
で
あ
っ

て
も
届
出
は
任
意
と
な
る
、
取
引
先
と
の
関
係

性
等
も
考
慮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
と
ま
ど

う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
に
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ツ
ー
ル
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
講
師
の
櫻
間
様
に
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
対
す
る
質
問
に
、
最
後
ま
で
丁
寧
に
回
答

い
た
だ
き
、
第
一
部
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
だ
後
、
第
二
部
電
子
帳
簿

保
存
法
に
つ
い
て
講
師
と
し
て(

有)

朝
日

印
刷
取
締
役
専
務
理
事
上
原
博
之
氏
に
説
明

を
お
願
い
し
ま
し
た
。（
以
下
説
明
内
容
）　

　
電
子
帳
簿
保
存
法
に
つ
い
て
の
制
度
の
内

容
や
、
電
子
取
引
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て

何
が
該
当
す
る
の
か
を
事
例
を
挙
げ
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
上
原
氏
は
、
今
回
の
制
度

改
正
に
お
け
る
対
策
と
し
て
、
あ
る
程
度
の

準
備
は
必
要
で
あ
り
、Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
や

持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
て
負
担
を
下
げ
て

準
備
を
進
め
て
欲
し
い
と
第
二
部
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
の
閉
会
の
挨
拶

を
上
原
玲
子
副
会
長
が
行
い
ま
し
た
。
上
原

副
会
長
は
、「
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
皆
様
の
不

安
が
少
し
で
も
解
消
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。

猶
予
期
間
も
あ
る
の
で
、
知
識
を
深
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
閉
会

致
し
ま
し
た
。

●
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総
会

　（福
島
大
会
）

　開
催
日
：
令
和
四
年
十
月
七
日（
金
）

　
　
　
　
　
〜
九
日
（
日
）

　場
　所
：
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
福
島

●
十
月
定
例
会

　日
　時
：
令
和
四
年
十
月
十
八
日（
火
）

　
　
　
　
　
十
一
時
三
十
分
〜
十
二
時
十
五
分

　場
　所
：
八
汐
荘
３
階
中
会
議
室

●
各
委
員
会
の
開
催

※

ア
ル
ベ
ル
ト
城
間
講
演
会
に
つ
い
て
の
チ

　
ケ
ッ
ト
販
売
状
況
や
当
日
の
役
割
分
担
等

　
の
打
ち
合
わ
せ
。

　日
　時
：
各
委
員
会
調
整
中

　場
　所
：
調
整
中

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
】

　
令
和
四
年
九
月
二
十
三
日
（
金
）
デ
ヴ
ィ

夫
人
の
講
演
会
に
大
宜
見
会
長
と
与
那
覇
副

会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
お
知
ら
せ
】

　「
ア
ル
ベ
ル
ト
城
間
講
演
会
」
の
チ
ケ
ッ

ト
販
売
へ
の
協
力
を
引
き
続
き
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
チ
ラ
シ
も
若
干
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
事

務
局
に
ご
連
絡
下
さ
い
。「アルベルト城間講演会」開催決定！

那覇税務署　櫻間弥生 氏（有）朝日印刷取締役専務理事
上原博之 氏

開会の挨拶をする大宜見会長
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令
和
４
年
度
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
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直前会長挨拶

会長挨拶
総務委員会記念撮影

令和4年度会長と令和5年度会長予定者

令和5年度会長予定者立候補の弁

議長就任 新入会員認証式

令和5年度会長予定者推薦の弁 会長予定者の話を聴く出席者

第
80
回
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

那
覇
商
工
会
議
所
青
年
部
会
報

縁
を
キ
ズ
ナ
へ
〜
守
る
強
さ
と
貫
く
力
〜

の
目
的
を
達
成
し
て
い
く
こ
と
に
寄
与
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
く
、令
和
５
年
度
那
覇
商
工
会

議
所
青
年
部
会
長
に
立
候
補
さ
せ
て
頂
い
た
」

と
、力
強
く
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
當
間
君
の
推
薦
人
は
グ
ス
ク
ー
ド
社
会
保

険
労
務
士
事
務
所
の
渡
慶
次 

佳
郎
君
と
ソ

ニ
ー
生
命
保
険
会
社
の
島
袋 

大
介
君
の
２
名
。

　
推
薦
の
弁
で
島
袋
君
は「
副
会
長
、専
務
理

事
な
ど
経
験
実
績
に
は
申
し
分
が
無
い
。ま
じ

め
で
常
に
冷
静
で
人
望
も
あ
り
、平
良
会
長
の

後
継
者
と
し
て
は
最
も
相
応
し
い
人
物
だ
と

思
う
。こ
れ
ま
で
の
経
験
実
績
を
活
か
し
、時

代
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
Y
E
G
を
築
い
て
い
け
る
と
思

う
の
で
推
薦
す
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、渡
慶
次
君
か
ら
も「
當
間
君
が
立
候

補
す
る
と
聞
い
て
平
良
会
長
と
３
名
で
集
ま

り
、い
ろ
い
ろ
語
り
合
っ
た
。そ
の
中
で
熱
い

想
い
を
感
じ
る
事
が
出
来
た
の
で
全
力
で
応

援
す
る
と
決
め
た
。當
間
君
は
Y
E
G
の
先

輩
方
の
特
徴
を
一
番
色
濃
く
引
き
継
い
で
い

る
会
員
。Y
E
G
の
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、新
し

い
Y
E
G
に
向
け
て
令
和
５
年
度
を
引
っ

張
っ
て
い
け
る
と
思
う
」と
、熱
い
想
い
が
込

め
ら
れ
た
推
薦
の
弁
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
二
号
議
案
は
『
令
和
５
年
度
理
事
予
定

者
（
案
）
承
認
の
件
に
つ
い
て
』
。
９
月
12

日
時
点
の
理
事
予
定
者
７
名
に
つ
い
て
、
会

員
か
ら
の
承
認
が
諮
ら
れ
ま
し
た
。

　
立
候
補
者
は
、渡
慶
次 

佳
郎
君
、照
屋 

慎

君
、渡
慶
次 

泰
博
君
、福
本 

孝
平
君
、赤
峯 

雄
大
君
、盛
島 

安
人
君
、小
橋
川 

傑
君
の
７

名
で
す
。

　
今
回
出
席
の
44
名
に
諮
ら
れ
た
第
一
号
議

案
、
第
二
号
議
案
に
つ
い
て
の
採
決
は
緊
張

の
空
気
が
流
れ
ま
し
た
が
、
会
場
に
は
盛
大

な
拍
手
の
音
が
響
き
渡
り
、
全
会
一
致
で
両

議
案
の
承
認
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
正
式
に
令
和
５
年
度
の
会
長
予
定
者
と

な
っ
た
當
間
君
は
再
び
挨
拶
に
立
ち
、「
次
年

度
に
向
け
て
例
年
よ
り
多
く
時
間
を
頂
き
た

い
と
思
い
今
回
は
早
め
に
議
案
を
上
程
し

た
。よ
り
良
い
会
の
活
動
の
た
め
に
用
意
し

て
い
き
た
い
」と
述
べ
る
一
方
で「
ま
だ
９
月

半
ば
で
は
あ
る
の
で
、私
も
今
年
度
専
務
理

事
と
し
て
平
良
会
長
を
支
え
、そ
の
延
長
上

と
し
て
令
和
５
年
度
の
会
を
更
に
良
く
し
て

い
き
た
い
」と
、引
き
続
き
今
年
度
の
会
を
盛

り
上
げ
て
い
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
各
報
告
事
項
へ
と
続
き
、新
入

会
員
認
証
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
承
認

さ
れ
た
新
入
会
員
は
株
式
会
社
琉
球
海
宝
の

張 

開
君
と
株
式
会
社
は
せ
ば
葬
祭
の
長
谷

場 

正
一
君
の
２
名
。会
場
で
は
長
谷
場
君
が

新
入
会
員
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
へ
向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
す
事
に
な
っ
た
第
80
回
臨
時
総
会
。
そ

し
て
引
き
続
き
令
和
４
年
度
の
那
覇
Y
E
G

の
活
動
を
全
力
で
走
り
抜
け
よ
う
と
い
う
決

意
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。
中
心
に
な
っ

て
運
営
に
携
わ
っ
た
総
務
委
員
会
の
皆
様
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
総
務
委
員
会
の
前
原 

正
人
君
の
司
会
進
行

の
下
、瑞
慶
覧
副
会
長
に
よ
る
開
会
宣
言
、

Y
E
G
宣
言
に
て
幕
を
開
け
た
臨
時
総
会
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
平
良
会
長
は「
本
日
は
次

年
度
の
会
長
が
決
定
す
る
。私
も
一
年
前
こ

の
場
所
で
皆
様
に
ご
承
認
い
た
だ
い
た
。非

常
に
緊
張
し
た
事
を
覚
え
て
い
る
。私
が
掲

げ
て
い
る
ス
ロ
ー
ガ
ン『
縁
を
キ
ズ
ナ
へ
〜

守
る
強
さ
と
貫
く
力
〜
』に
は
Y
E
G
で
い

ろ
ん
な
人
と
出
会
い
、い
ろ
ん
な
刺
激
を
受

け
な
が
ら
自
分
と
自
社
の
成
長
に
繋
げ
て
き

た
経
験
へ
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。だ

か
ら
こ
そ
皆
様
に
も
是
非
と
も
Y
E
G
を
通

し
て
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い
可
能
性
を
広
げ

て
頂
き
た
い
。縁
を
キ
ズ
ナ
に
繋
げ
る
の
は

簡
単
で
は
な
い
が
、挨
拶
を
交
わ
し
た
こ
と

の
な
い
メ
ン
バ
ー
と
も
関
わ
っ
て
い
く
な

ど
、一
歩
を
踏
み
出
し
て
こ
れ
か
ら
先
の
成

長
に
繋
げ
て
ほ
し
い
」と
、今
年
度
の
那
覇

Y
E
G
の
更
な
る
成
長
へ
の
想
い
を
述
べ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、挨
拶
に
立
っ
た
万
田
直
前
会
長

は「
今
日
こ
こ
か
ら
新
し
い
一
歩
が
生
ま
れ

る
。こ
の
９
月
の
臨
時
総
会
は
現
年
度
と
来

年
度
が
混
じ
り
あ
う
と
て
も
大
事
な
時
期
。

出
席
す
る
だ
け
で
な
く
、知
っ
て
い
る
委
員

会
メ
ン
バ
ー
に
声
を
か
け
る
な
ど
一
歩
を
踏

み
出
し
て
頂
き
た
い
。新
し
い
出
会
い
を
生

む
キ
ッ
カ
ケ
に
な
る
。那
覇
Y
E
G
全
体
を

見
て
お
互
い
に
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
に
な
れ
る
様

な
団
体
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」と
、述
べ
ま
し

た
。

　
第
80
回
臨
時
総
会
は
、
出
席
者
66
名
、
委

任
状
40
名
、
合
計
1
0
6
名
（
全
会
員

1
5
2
名 

※

９
月
14
日
時
点)

に
て
総
会
が

成
立
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
一
号
議
案
は
『
令
和
５
年
度
会
長
予
定

者
（
案
）
承
認
の
件
に
つ
い
て
』
。
今
回
の

立
候
補
者
は
現
年
度
で
専
務
理
事
を
務
め
て

い
る
當
間 

基
樹
君
。
有
限
会
社
ア
ミ
テ
ィ

の
取
締
役
で
平
成
26
年
度
に
那
覇
Y
E
G
に

入
会
し
て
以
来
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
委
員
会
委

員
長
、
人
財
育
成
委
員
会
委
員
長
、
平
成
31

年
度
か
ら
は
副
会
長
を
３
回
務
め
て
お
り
ま

す
。

　
今
回
の
立
候
補
に
つ
い
て
、登
壇
し
た
當

間
君
は「
会
員
の
皆
様
に
那
覇
商
工
会
議
所

青
年
部
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
。そ
の
た
め
に
会
へ
の
参
加
目
的

を
共
有
し
た
い
。そ
れ
に
よ
っ
て
会
の
目
的

を
達
成
し
て
い
き
た
い
。こ
の
三
つ
の
サ
イ

ク
ル
を
中
心
に
会
長
職
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。那
覇
商
工
会
議
所
活
動
に
参
加
し
て

か
ら
早
９
年
目
。参
加
す
る
当
初
の
目
的
は

自
社
の
店
舗
展
開
の
情
報
収
集
だ
っ
た
。

Y
E
G
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し
、情
報
収

集
を
重
ね
て
い
く
中
で
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た

３
つ
の
サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
て
き
た
。会
員

の
皆
様
と
３
つ
の
サ
イ
ク
ル
の
好
循
環
を
生

み
、大
き
く
し
て
い
く
事
で
会
員
の
目
的
、会

令
和
４
年
度
那
覇
商
工
会
議
所
青
年
部
は
９
月
を
迎
え
、下
半
期
へ
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。そ
の
節
目
と
な
る
第
80
回
臨
時
総
会
が
９
月
14
日（
水
）ホ
テ
ル
モ
ー
リ
ア
ク
ラ
シ
ッ
ク
沖
縄
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
４
年
度
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
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直前会長挨拶

会長挨拶
総務委員会記念撮影

令和4年度会長と令和5年度会長予定者

令和5年度会長予定者立候補の弁

議長就任 新入会員認証式

令和5年度会長予定者推薦の弁 会長予定者の話を聴く出席者

第
80
回
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

那
覇
商
工
会
議
所
青
年
部
会
報

縁
を
キ
ズ
ナ
へ
〜
守
る
強
さ
と
貫
く
力
〜

の
目
的
を
達
成
し
て
い
く
こ
と
に
寄
与
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
く
、令
和
５
年
度
那
覇
商
工
会

議
所
青
年
部
会
長
に
立
候
補
さ
せ
て
頂
い
た
」

と
、力
強
く
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
當
間
君
の
推
薦
人
は
グ
ス
ク
ー
ド
社
会
保

険
労
務
士
事
務
所
の
渡
慶
次 

佳
郎
君
と
ソ

ニ
ー
生
命
保
険
会
社
の
島
袋 

大
介
君
の
２
名
。

　
推
薦
の
弁
で
島
袋
君
は「
副
会
長
、専
務
理

事
な
ど
経
験
実
績
に
は
申
し
分
が
無
い
。ま
じ

め
で
常
に
冷
静
で
人
望
も
あ
り
、平
良
会
長
の

後
継
者
と
し
て
は
最
も
相
応
し
い
人
物
だ
と

思
う
。こ
れ
ま
で
の
経
験
実
績
を
活
か
し
、時

代
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
Y
E
G
を
築
い
て
い
け
る
と
思

う
の
で
推
薦
す
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、渡
慶
次
君
か
ら
も「
當
間
君
が
立
候

補
す
る
と
聞
い
て
平
良
会
長
と
３
名
で
集
ま

り
、い
ろ
い
ろ
語
り
合
っ
た
。そ
の
中
で
熱
い

想
い
を
感
じ
る
事
が
出
来
た
の
で
全
力
で
応

援
す
る
と
決
め
た
。當
間
君
は
Y
E
G
の
先

輩
方
の
特
徴
を
一
番
色
濃
く
引
き
継
い
で
い

る
会
員
。Y
E
G
の
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、新
し

い
Y
E
G
に
向
け
て
令
和
５
年
度
を
引
っ

張
っ
て
い
け
る
と
思
う
」と
、熱
い
想
い
が
込

め
ら
れ
た
推
薦
の
弁
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
二
号
議
案
は
『
令
和
５
年
度
理
事
予
定

者
（
案
）
承
認
の
件
に
つ
い
て
』
。
９
月
12

日
時
点
の
理
事
予
定
者
７
名
に
つ
い
て
、
会

員
か
ら
の
承
認
が
諮
ら
れ
ま
し
た
。

　
立
候
補
者
は
、渡
慶
次 

佳
郎
君
、照
屋 

慎

君
、渡
慶
次 

泰
博
君
、福
本 

孝
平
君
、赤
峯 

雄
大
君
、盛
島 

安
人
君
、小
橋
川 

傑
君
の
７

名
で
す
。

　
今
回
出
席
の
44
名
に
諮
ら
れ
た
第
一
号
議

案
、
第
二
号
議
案
に
つ
い
て
の
採
決
は
緊
張

の
空
気
が
流
れ
ま
し
た
が
、
会
場
に
は
盛
大

な
拍
手
の
音
が
響
き
渡
り
、
全
会
一
致
で
両

議
案
の
承
認
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
正
式
に
令
和
５
年
度
の
会
長
予
定
者
と

な
っ
た
當
間
君
は
再
び
挨
拶
に
立
ち
、「
次
年

度
に
向
け
て
例
年
よ
り
多
く
時
間
を
頂
き
た

い
と
思
い
今
回
は
早
め
に
議
案
を
上
程
し

た
。よ
り
良
い
会
の
活
動
の
た
め
に
用
意
し

て
い
き
た
い
」と
述
べ
る
一
方
で「
ま
だ
９
月

半
ば
で
は
あ
る
の
で
、私
も
今
年
度
専
務
理

事
と
し
て
平
良
会
長
を
支
え
、そ
の
延
長
上

と
し
て
令
和
５
年
度
の
会
を
更
に
良
く
し
て

い
き
た
い
」と
、引
き
続
き
今
年
度
の
会
を
盛

り
上
げ
て
い
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
各
報
告
事
項
へ
と
続
き
、新
入

会
員
認
証
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
承
認

さ
れ
た
新
入
会
員
は
株
式
会
社
琉
球
海
宝
の

張 

開
君
と
株
式
会
社
は
せ
ば
葬
祭
の
長
谷

場 

正
一
君
の
２
名
。会
場
で
は
長
谷
場
君
が

新
入
会
員
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
へ
向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
す
事
に
な
っ
た
第
80
回
臨
時
総
会
。
そ

し
て
引
き
続
き
令
和
４
年
度
の
那
覇
Y
E
G

の
活
動
を
全
力
で
走
り
抜
け
よ
う
と
い
う
決

意
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。
中
心
に
な
っ

て
運
営
に
携
わ
っ
た
総
務
委
員
会
の
皆
様
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
総
務
委
員
会
の
前
原 

正
人
君
の
司
会
進
行

の
下
、瑞
慶
覧
副
会
長
に
よ
る
開
会
宣
言
、

Y
E
G
宣
言
に
て
幕
を
開
け
た
臨
時
総
会
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
平
良
会
長
は「
本
日
は
次

年
度
の
会
長
が
決
定
す
る
。私
も
一
年
前
こ

の
場
所
で
皆
様
に
ご
承
認
い
た
だ
い
た
。非

常
に
緊
張
し
た
事
を
覚
え
て
い
る
。私
が
掲

げ
て
い
る
ス
ロ
ー
ガ
ン『
縁
を
キ
ズ
ナ
へ
〜

守
る
強
さ
と
貫
く
力
〜
』に
は
Y
E
G
で
い

ろ
ん
な
人
と
出
会
い
、い
ろ
ん
な
刺
激
を
受

け
な
が
ら
自
分
と
自
社
の
成
長
に
繋
げ
て
き

た
経
験
へ
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。だ

か
ら
こ
そ
皆
様
に
も
是
非
と
も
Y
E
G
を
通

し
て
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い
可
能
性
を
広
げ

て
頂
き
た
い
。縁
を
キ
ズ
ナ
に
繋
げ
る
の
は

簡
単
で
は
な
い
が
、挨
拶
を
交
わ
し
た
こ
と

の
な
い
メ
ン
バ
ー
と
も
関
わ
っ
て
い
く
な

ど
、一
歩
を
踏
み
出
し
て
こ
れ
か
ら
先
の
成

長
に
繋
げ
て
ほ
し
い
」と
、今
年
度
の
那
覇

Y
E
G
の
更
な
る
成
長
へ
の
想
い
を
述
べ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、挨
拶
に
立
っ
た
万
田
直
前
会
長

は「
今
日
こ
こ
か
ら
新
し
い
一
歩
が
生
ま
れ

る
。こ
の
９
月
の
臨
時
総
会
は
現
年
度
と
来

年
度
が
混
じ
り
あ
う
と
て
も
大
事
な
時
期
。

出
席
す
る
だ
け
で
な
く
、知
っ
て
い
る
委
員

会
メ
ン
バ
ー
に
声
を
か
け
る
な
ど
一
歩
を
踏

み
出
し
て
頂
き
た
い
。新
し
い
出
会
い
を
生

む
キ
ッ
カ
ケ
に
な
る
。那
覇
Y
E
G
全
体
を

見
て
お
互
い
に
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
に
な
れ
る
様

な
団
体
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」と
、述
べ
ま
し

た
。

　
第
80
回
臨
時
総
会
は
、
出
席
者
66
名
、
委

任
状
40
名
、
合
計
1
0
6
名
（
全
会
員

1
5
2
名 

※

９
月
14
日
時
点)

に
て
総
会
が

成
立
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
一
号
議
案
は
『
令
和
５
年
度
会
長
予
定

者
（
案
）
承
認
の
件
に
つ
い
て
』
。
今
回
の

立
候
補
者
は
現
年
度
で
専
務
理
事
を
務
め
て

い
る
當
間 

基
樹
君
。
有
限
会
社
ア
ミ
テ
ィ

の
取
締
役
で
平
成
26
年
度
に
那
覇
Y
E
G
に

入
会
し
て
以
来
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
委
員
会
委

員
長
、
人
財
育
成
委
員
会
委
員
長
、
平
成
31

年
度
か
ら
は
副
会
長
を
３
回
務
め
て
お
り
ま

す
。

　
今
回
の
立
候
補
に
つ
い
て
、登
壇
し
た
當

間
君
は「
会
員
の
皆
様
に
那
覇
商
工
会
議
所

青
年
部
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
。そ
の
た
め
に
会
へ
の
参
加
目
的

を
共
有
し
た
い
。そ
れ
に
よ
っ
て
会
の
目
的

を
達
成
し
て
い
き
た
い
。こ
の
三
つ
の
サ
イ

ク
ル
を
中
心
に
会
長
職
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。那
覇
商
工
会
議
所
活
動
に
参
加
し
て

か
ら
早
９
年
目
。参
加
す
る
当
初
の
目
的
は

自
社
の
店
舗
展
開
の
情
報
収
集
だ
っ
た
。

Y
E
G
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し
、情
報
収

集
を
重
ね
て
い
く
中
で
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た

３
つ
の
サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
て
き
た
。会
員

の
皆
様
と
３
つ
の
サ
イ
ク
ル
の
好
循
環
を
生

み
、大
き
く
し
て
い
く
事
で
会
員
の
目
的
、会

令
和
４
年
度
那
覇
商
工
会
議
所
青
年
部
は
９
月
を
迎
え
、下
半
期
へ
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。そ
の
節
目
と
な
る
第
80
回
臨
時
総
会
が
９
月
14
日（
水
）ホ
テ
ル
モ
ー
リ
ア
ク
ラ
シ
ッ
ク
沖
縄
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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繫多川食品株式会社 L i n e

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉などがあれば
教えてください。

会員  仲本 達樹

【営業時間】 ９：００～１７：００
【定休日】 土・日曜日、祝祭日
TEL：098-834-6585

繫多川食品
〒902-0071　沖縄県那覇市繫多川２－２－１４

INFORMATION

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている
言葉などがあれば
教えてください。

【営業時間】 10：00～19：00
【定休日】 日曜日
TEL：098-875-8899

株式会社Line
〒901-2122 浦添市勢理客1-7-13（メゾン丸和101）

INFORMATION

食
べ
た
ら
わ
か
る
こ
の
美
味
さ
！

お
酒
の
お
つ
ま
み
に
も
サ
イ
コ
ー
!

お
子
様
の
お
や
つ
に
！

専務取締役
洲鎌　晃

No.833NAHA CCI NEWS15

弊社は創業 49 年になり、卸売業と菓子製造業をしておりま
す。卸売業では酒のつまみになる豆やイカなどを取り扱って
います。菓子製造業では手軽に食べられるおやつとしてオニ
オンチップス、ポップコーンを製造しています。県内スーパーで
販売していますので手にとっていただけると嬉しいです。

会員の株式会社丸吉塩せんべいの新田崇太さんの紹介です。

楽しいです！委員会や定例会の集まりで他業種の方々と交流
する機会が多くあり、様々な意見やアドバイスをいただけるの
でとても勉強になります。

オニオンチップス、ポップコーンの販路拡大を目指していま
す。商品の配達も行っているのぜひお願いします。

継続は力なり

弊社は、1996 年にスポーツショップ Lineという名前で浦添
市内間にてスポーツ小売業をスタート致しました。2001 年よ
り現代表取締役社長（洲鎌 昭夫）が総合建築業を開業し、
2005 年に株式会社 Line と改め建築とスポーツという形に
なりました。現在では、スポーツショップ Line は事業の幅を
広げ、プリントクリエーション Lineスポーツとして名前を変え
まして、各種ユニフォーム（Tシャツ・ポロシャツ・各種プリ
ント・のぼり横断幕）製作に力をいれております。加えてホテ
ル民泊業（本部町、宮古島）・看板製作・健康サプリ販売（カ
ルシウム）等の業務にも励んでおります。色々な顔を持つ株式
会社 Lineでありますが、（これからも地域と共に）の精神で宜
しくお願い致します。

現会長の、平良 真裕会長と模合仲間です。
ちゃー飲んでました。（笑）

力みなぎるメンバーに囲まれて、右も左もわからず状態でし
たが会を重ねることに仕事への情熱、那覇 YEG に対する熱
い思いが感じられる組織だなと実感しております。

ユニフォームをはじめ色々な物を製作しておりますので何か
ご相談あれば是非お声をおかけ下さい。宮古島（L ハウス宮古
島・スターハウス宮古島）本部町（メゾン L）民泊ホテルもやっ
ておりますので是非機会があれば御利用して見て下さい。

いい物づくりを目指して

自社がインボイスを
発行しないと
販売先が取引を見直す！？

仕入税額控除
ができない！！

インボイス制度が始まるとどうなるの？

インボイス（適格請求書）って何？

発行事業者の登録番号
適用税率　
税率ごとに区分した消費税額等

Q.

Q.

●令和5年10月1日からインボイス発行事業者となるには、
　令和5年3月31日までに税務署へ登録申請が必要です。
●消費税課税事業者のみがインボイスを交付することができます。

※納付する消費税を算出する際に、
　売上時の消費税額(売上税額)
　から仕入等にかかった消費税を
　差し引くこと

発行事業者の氏名・登録番号

取引年月日

取引内容（軽減税率の対象品目であるその旨）

税率ごとの合計の対価の額と適用税率

税率ごとに区分した消費税額等

交付を受ける事業所名

インボイスの掲載イメージ 請 求 書
▲▲商事（株）

登録番号　T-012345…

××年11月30日

＊　軽減税率対象

（株）○○御中

11月分　131,200円

11/1
11/1
11/2

5,000円
10,000円
2,000円

日 付

8％対象
10％対象

40,000円
80,000円

合 計 120,000円 消費税
消費税
消費税

120,000円
3,200円
8,000円

品 名 金 額
魚　　＊
豚肉　＊　　
タオルケット
……

1
1

2 2

3

3

4

45

1
4
5

56

6

※

10月1日から

仕入先がインボイスを
発行しないと
自社の消費税負担が増加！？

NO!

インボイス制度とは？ 消費税とは？
国税庁動画専用サイト

インボイス制度（適格請求書等保存方式）
が開始されます。

●ゆいレール旭橋駅から徒歩２分、那覇空港からも近く、テ
　レワーク・ハイブリッドワークに最適な集中できる作業
　環境や、５Gを用いた通信環境、会議室などの設備を揃え
　ております。
●短時間でのご利用から月額での長期ご利用まで、使い方に
　合わせた様々な料金体系をご用意。
●各種フリードリンクをご用意し、働き心地を高める機能性
　や利便性を兼ね備えたデザインのコワーキングスペース
　となっております。

コワーキングスペースMangrove
（沖縄セルラーフォレストビル2階）

多様な「はたらく」を支える、
新しいコワーキングスペース
Mangrove（マングローブ）

コワーキングスペースMangrove
（沖縄セルラーフォレストビル2階）

〒900-0034　那覇市東町 4-1
TEL 098-954-5289
https://mangrove.oct-forest-building.com ホームページWEB会議にも対応した防音ブース  Instagram

半ブース型の個室で集中して作業が出来ます。

人数に合わせた会議室もご用意しております。

Member announcement

令和 5年

が追記されている請求書のこと！

現行の請求書に
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繫多川食品株式会社 L i n e

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉などがあれば
教えてください。

会員  仲本 達樹

【営業時間】 ９：００～１７：００
【定休日】 土・日曜日、祝祭日
TEL：098-834-6585

繫多川食品
〒902-0071　沖縄県那覇市繫多川２－２－１４

INFORMATION

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている
言葉などがあれば
教えてください。

【営業時間】 10：00～19：00
【定休日】 日曜日
TEL：098-875-8899

株式会社Line
〒901-2122 浦添市勢理客1-7-13（メゾン丸和101）

INFORMATION
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専務取締役
洲鎌　晃
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弊社は創業 49 年になり、卸売業と菓子製造業をしておりま
す。卸売業では酒のつまみになる豆やイカなどを取り扱って
います。菓子製造業では手軽に食べられるおやつとしてオニ
オンチップス、ポップコーンを製造しています。県内スーパーで
販売していますので手にとっていただけると嬉しいです。

会員の株式会社丸吉塩せんべいの新田崇太さんの紹介です。

楽しいです！委員会や定例会の集まりで他業種の方々と交流
する機会が多くあり、様々な意見やアドバイスをいただけるの
でとても勉強になります。

オニオンチップス、ポップコーンの販路拡大を目指していま
す。商品の配達も行っているのぜひお願いします。

継続は力なり

弊社は、1996 年にスポーツショップ Lineという名前で浦添
市内間にてスポーツ小売業をスタート致しました。2001 年よ
り現代表取締役社長（洲鎌 昭夫）が総合建築業を開業し、
2005 年に株式会社 Line と改め建築とスポーツという形に
なりました。現在では、スポーツショップ Line は事業の幅を
広げ、プリントクリエーション Lineスポーツとして名前を変え
まして、各種ユニフォーム（Tシャツ・ポロシャツ・各種プリ
ント・のぼり横断幕）製作に力をいれております。加えてホテ
ル民泊業（本部町、宮古島）・看板製作・健康サプリ販売（カ
ルシウム）等の業務にも励んでおります。色々な顔を持つ株式
会社 Lineでありますが、（これからも地域と共に）の精神で宜
しくお願い致します。

現会長の、平良 真裕会長と模合仲間です。
ちゃー飲んでました。（笑）

力みなぎるメンバーに囲まれて、右も左もわからず状態でし
たが会を重ねることに仕事への情熱、那覇 YEG に対する熱
い思いが感じられる組織だなと実感しております。

ユニフォームをはじめ色々な物を製作しておりますので何か
ご相談あれば是非お声をおかけ下さい。宮古島（L ハウス宮古
島・スターハウス宮古島）本部町（メゾン L）民泊ホテルもやっ
ておりますので是非機会があれば御利用して見て下さい。

いい物づくりを目指して

自社がインボイスを
発行しないと
販売先が取引を見直す！？

仕入税額控除
ができない！！

インボイス制度が始まるとどうなるの？

インボイス（適格請求書）って何？

発行事業者の登録番号
適用税率　
税率ごとに区分した消費税額等

Q.

Q.

●令和5年10月1日からインボイス発行事業者となるには、
　令和5年3月31日までに税務署へ登録申請が必要です。
●消費税課税事業者のみがインボイスを交付することができます。

※納付する消費税を算出する際に、
　売上時の消費税額(売上税額)
　から仕入等にかかった消費税を
　差し引くこと

発行事業者の氏名・登録番号

取引年月日

取引内容（軽減税率の対象品目であるその旨）

税率ごとの合計の対価の額と適用税率

税率ごとに区分した消費税額等

交付を受ける事業所名

インボイスの掲載イメージ 請 求 書
▲▲商事（株）

登録番号　T-012345…

××年11月30日

＊　軽減税率対象

（株）○○御中

11月分　131,200円

11/1
11/1
11/2

5,000円
10,000円
2,000円

日 付

8％対象
10％対象

40,000円
80,000円

合 計 120,000円 消費税
消費税
消費税

120,000円
3,200円
8,000円

品 名 金 額
魚　　＊
豚肉　＊　　
タオルケット
……

1
1

2 2

3

3

4

45

1
4
5

56

6

※

10月1日から

仕入先がインボイスを
発行しないと
自社の消費税負担が増加！？

NO!

インボイス制度とは？ 消費税とは？
国税庁動画専用サイト

インボイス制度（適格請求書等保存方式）
が開始されます。

●ゆいレール旭橋駅から徒歩２分、那覇空港からも近く、テ
　レワーク・ハイブリッドワークに最適な集中できる作業
　環境や、５Gを用いた通信環境、会議室などの設備を揃え
　ております。
●短時間でのご利用から月額での長期ご利用まで、使い方に
　合わせた様々な料金体系をご用意。
●各種フリードリンクをご用意し、働き心地を高める機能性
　や利便性を兼ね備えたデザインのコワーキングスペース
　となっております。

コワーキングスペースMangrove
（沖縄セルラーフォレストビル2階）

多様な「はたらく」を支える、
新しいコワーキングスペース
Mangrove（マングローブ）

コワーキングスペースMangrove
（沖縄セルラーフォレストビル2階）

〒900-0034　那覇市東町 4-1
TEL 098-954-5289
https://mangrove.oct-forest-building.com ホームページWEB会議にも対応した防音ブース  Instagram

半ブース型の個室で集中して作業が出来ます。

人数に合わせた会議室もご用意しております。

Member announcement

令和 5年

が追記されている請求書のこと！

現行の請求書に



那覇商工会議所
からのお知らせ

こちらも
チェック
してね！

セミナー・講演会・
商談会・展示会・
イベント等のご案内

那覇商工会議所

公式 SNS
HP
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島袋 十史樹講師／ 【プラスコミュニケーションズ代表】

業務効率向上のための時間管理セミナー
業務の効率化・スピード化を促進できる仕組みづくりを行うための知識を習得しませんか？

日　時

内　容

お問合せ

申込締め切り

場　所

定　員
参加費
主　催

2022年11月14日（月）
10：00 ～17：00 ( 昼休憩1ｈ含む)
沖縄県青年会館2階 梯梧の間
（那覇市久米2-15-23）

20名（定員になり次第締め切らせていただきます）
会員：無料 / 非会員：3,300 円
那覇商工会議所 ・タイムマネジメント

・時間管理セルフチェック
・チームで生産性を高めるタイ
 プ別コミュニケーション
・効率的な会議運営

１１月７日（月）
詳細はこちら https://nahacci.com/seminar/8867/1

那覇商工会議所　國仲 TEL：098-970-6890

・業務分析とタスク管理 
・スケジュール管理との違い
・時間価値を高める業務効率
  の手法

●タイムマネジメント手法 ●時間管理と業務効率

明治大学卒業後、琉球放送にて編成・営業・番組ディレクター業務
などで15年間勤務。2006年に独立しプラスコミュニケーションズを
設立。年間100回以上に及ぶ企業研修を行う人材育成、コーチング
のプロ。九州・沖縄を中心に企業内研修のコンサルタントを行う。

受講者募集中！

英語 ×インスタグラム発信セミナー
本格的にインバウンド受入れが解禁になった今、英語の必要性×インスタグラム発信を営業ツールにして
ビジネスを飛躍させませんか！新しい可能性に出会うキッカケにぜひご参加ください！
日　時

内　容

お問合せ

申込方法

場　所

受講方法

参加費

主　催

2022年11月16日（水）
14：00 ～16：30 
沖縄県教職員共済会館 八汐荘4階 中会議室
（〒900-0014 沖縄県那覇市松尾１丁目６-１）
会場(先着40名)またはオンライン配信(GoogleMeet)

会員：無料 

那覇商工会議所(外国語人材育成事業) ・海外マーケットの可能性
・インスタグラム発信に
 よる集客、発信のコツ

向井 奈緒講師／

https://forms.gle/SnFyHXWBCVEYPfcm7
上記URLまたはQRコードよりお申し込みください
那覇商工会議所　金城・又吉(梢)　
TEL：098-868-3759

・英語の必要性、学習のコツ
●第一部 ●第二部

外資系航空会社2社で、客室乗務員として、12年乗務する。その後、
通訳・翻訳業務・英会話講師として活動する。インスタグラム発信に
注力し、インスタグラムコンサルタントとしても活動中。

受講者募集中！

助成金無料セミナー
2022年度の新しい助成金情報をお伝えするセミナーです！本セミナーでは、「助成金の基本」ならびに
「助成金は獲得しやすいものである」ことについて解説いたします。
日　時

内　容

お問合せ

申込方法

受講方法

参加費

主　催

2022年11月7日（月）
14：00 ～16：30 

会場での参加又はZoomでの視聴

無料 

沖縄県商工会議所連合会
・全国の中小企業＆個人事業主が当たり前に活用して
　いる助成金とは？
・助成金受給までの流れ

白石 健吾講師／ 【助成金制度推進センター理事】

https://nahacci.com/seminar/8827/
上記URLまたはQRコードよりお申し込みください

那覇商工会議所　國仲 TEL：098-970-6890

2,000以上ある助成金制度を中小企業制度を中小企業に向けて活
用を推進している。白石氏が説明する助成金セミナーに参加をきっか
けに、合計数十億円の受給実績を誇る「日本一分かりやすい」と言わ
れる人気講師。「不支給の場合100%返金保証」という革命的な仕組
で、誰にでも分かりやすく助成金制度の活用を推し進めている。

受講者募集中！ EC・ネットショップのマーケティング戦略＆商品企画セミナー
マーケティングの基礎から売れるEC戦略を考える

日　時

内　容

お問合せ

申込方法

開催形式

参加費

主　催

2022年11月15日（火）
14：00 ～16：30 
オンライン配信（Google Meet）

無料 

那覇商工会議所

・EC・ネットショップ出店の戦略
・売上を上げるためのマーケティングとは
・成功事例から学ぶ商品企画（ミニワーク）
・初心者でも出店しやすいECサイトのご紹介　など

小澤 富士男講師／ 【合同会社コンフォートワン代表】

QRコードもしくは、セミナーチラシ下の参加申込
書に記入しFAXにてお申し込みください

那覇商工会議所　小嶺・津嘉山 
TEL：098-868-3759

システム開発、中小企業向けのコンサルティングを経て、その後、ヤフー株式
会社に入社。ネッショップ関連のシステム開発に従事するとともに、各地の
商工会議所にてネットビジネス計画立案セミナーを開催し、ネットショップ
開設の支援を実施している。また、販売士一級更新セミナーにて講師を務
め、店舗販売とネット販売のそれぞれの優位性の分析・紹介を行なってい
る。2020年5月にヤフーを定年退職して創業。現在、商工会議所とヤフーの
連携事業である「おもてなしギフトショップ」「E plus life」のプロデューサー
を務め、中小企業のネットショップ出店を支援している。

受講者募集中！

マネーフォワード クラウドツール活用セミナー
データの連携で事務作業時間を大幅削減できます！

日　時

内　容

お問合せ

申込方法

開催形式

参加費

主　催

2022年11月8日（火）
10：00 ～11：30 

オンライン配信（ZOOM）

無料 

那覇商工会議所

小高 将講師／ 【株式会社マネーフォワード九州・沖縄支社】

QRコード申込、那覇商工会議所HPより
申込、もしくは電話でお申し込みください

那覇商工会議所　小嶺 TEL：098-868-3759

大手メーカーを経て、2019年より株式会社マネーフォワード入社。
入社から士業事務所チャンネルにてマネーフォワードクラウドのセー
ルスを担当。主に九州・沖縄エリアを担当。

受講者募集中！

業務効率化による売上・利益率アップセミナー
簡単な ITツール導入で効果が出た事例から学ぶ！

内　容

お問合せ

申込方法

参加費

定　員

主　催

15名

日　時

場　所

2022年10月20日（木）
14：00 ～15：30 
沖縄産業支援センター研修室 (304)
（那覇市小禄1831番地）

無料 

那覇商工会議所

藤岡 敬一講師／ 【中小企業診断士】

QRコードもしくは、セミナーチラシ下の
参加申込書に記入しFAXにてお申し込みください
那覇商工会議所　小嶺・津嘉山 TEL：098-868-3759

システムエンジニアとして10年間従事し、通信・不動産・金融
等の幅広い業界での開発実績アリ。業務分析を通じた改善すべ
き課題の把握と、課題解決に必要なIT活用の提案について多く
の支援実績アリ。例）マリンサービスの予約管理業務改善、社
内業務の IT化による作業工程改善 

受講者募集中！

簡単な IT ツールの活用でも、業務プロセスの改善は可
能です！作業効率を見直して、売上 UP＆利益率改善に
成功した事例と手法をご紹介します。

・クラウド会計導入のメリット・レポートによる経営分析
・導入時の操作方法やPOSレジ、銀行などの連携設定

●クラウド会計導入

・各サービスの紹介と導入事業所の事例紹介・デモンストレーション

●クラウド確定申告･請求書･経費･給与･社会保険･
   勤怠のサービス紹介



那覇商工会議所
からのお知らせ

こちらも
チェック
してね！

セミナー・講演会・
商談会・展示会・
イベント等のご案内

那覇商工会議所

公式 SNS
HP
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島袋 十史樹講師／ 【プラスコミュニケーションズ代表】

業務効率向上のための時間管理セミナー
業務の効率化・スピード化を促進できる仕組みづくりを行うための知識を習得しませんか？

日　時

内　容

お問合せ

申込締め切り

場　所

定　員
参加費
主　催

2022年11月14日（月）
10：00 ～17：00 ( 昼休憩1ｈ含む)
沖縄県青年会館2階 梯梧の間
（那覇市久米2-15-23）

20名（定員になり次第締め切らせていただきます）
会員：無料 / 非会員：3,300 円
那覇商工会議所 ・タイムマネジメント

・時間管理セルフチェック
・チームで生産性を高めるタイ
 プ別コミュニケーション
・効率的な会議運営

１１月７日（月）
詳細はこちら https://nahacci.com/seminar/8867/1

那覇商工会議所　國仲 TEL：098-970-6890

・業務分析とタスク管理 
・スケジュール管理との違い
・時間価値を高める業務効率
  の手法

●タイムマネジメント手法 ●時間管理と業務効率

明治大学卒業後、琉球放送にて編成・営業・番組ディレクター業務
などで15年間勤務。2006年に独立しプラスコミュニケーションズを
設立。年間100回以上に及ぶ企業研修を行う人材育成、コーチング
のプロ。九州・沖縄を中心に企業内研修のコンサルタントを行う。

受講者募集中！

英語 ×インスタグラム発信セミナー
本格的にインバウンド受入れが解禁になった今、英語の必要性×インスタグラム発信を営業ツールにして
ビジネスを飛躍させませんか！新しい可能性に出会うキッカケにぜひご参加ください！
日　時

内　容

お問合せ

申込方法

場　所

受講方法

参加費

主　催

2022年11月16日（水）
14：00 ～16：30 
沖縄県教職員共済会館 八汐荘4階 中会議室
（〒900-0014 沖縄県那覇市松尾１丁目６-１）
会場(先着40名)またはオンライン配信(GoogleMeet)

会員：無料 

那覇商工会議所(外国語人材育成事業) ・海外マーケットの可能性
・インスタグラム発信に
 よる集客、発信のコツ

向井 奈緒講師／

https://forms.gle/SnFyHXWBCVEYPfcm7
上記URLまたはQRコードよりお申し込みください
那覇商工会議所　金城・又吉(梢)　
TEL：098-868-3759

・英語の必要性、学習のコツ
●第一部 ●第二部

外資系航空会社2社で、客室乗務員として、12年乗務する。その後、
通訳・翻訳業務・英会話講師として活動する。インスタグラム発信に
注力し、インスタグラムコンサルタントとしても活動中。

受講者募集中！

助成金無料セミナー
2022年度の新しい助成金情報をお伝えするセミナーです！本セミナーでは、「助成金の基本」ならびに
「助成金は獲得しやすいものである」ことについて解説いたします。
日　時

内　容

お問合せ

申込方法

受講方法

参加費

主　催

2022年11月7日（月）
14：00 ～16：30 

会場での参加又はZoomでの視聴

無料 

沖縄県商工会議所連合会
・全国の中小企業＆個人事業主が当たり前に活用して
　いる助成金とは？
・助成金受給までの流れ

白石 健吾講師／ 【助成金制度推進センター理事】

https://nahacci.com/seminar/8827/
上記URLまたはQRコードよりお申し込みください

那覇商工会議所　國仲 TEL：098-970-6890

2,000以上ある助成金制度を中小企業制度を中小企業に向けて活
用を推進している。白石氏が説明する助成金セミナーに参加をきっか
けに、合計数十億円の受給実績を誇る「日本一分かりやすい」と言わ
れる人気講師。「不支給の場合100%返金保証」という革命的な仕組
で、誰にでも分かりやすく助成金制度の活用を推し進めている。

受講者募集中！ EC・ネットショップのマーケティング戦略＆商品企画セミナー
マーケティングの基礎から売れるEC戦略を考える

日　時

内　容

お問合せ

申込方法

開催形式

参加費

主　催

2022年11月15日（火）
14：00 ～16：30 
オンライン配信（Google Meet）

無料 

那覇商工会議所

・EC・ネットショップ出店の戦略
・売上を上げるためのマーケティングとは
・成功事例から学ぶ商品企画（ミニワーク）
・初心者でも出店しやすいECサイトのご紹介　など

小澤 富士男講師／ 【合同会社コンフォートワン代表】

QRコードもしくは、セミナーチラシ下の参加申込
書に記入しFAXにてお申し込みください

那覇商工会議所　小嶺・津嘉山 
TEL：098-868-3759

システム開発、中小企業向けのコンサルティングを経て、その後、ヤフー株式
会社に入社。ネッショップ関連のシステム開発に従事するとともに、各地の
商工会議所にてネットビジネス計画立案セミナーを開催し、ネットショップ
開設の支援を実施している。また、販売士一級更新セミナーにて講師を務
め、店舗販売とネット販売のそれぞれの優位性の分析・紹介を行なってい
る。2020年5月にヤフーを定年退職して創業。現在、商工会議所とヤフーの
連携事業である「おもてなしギフトショップ」「E plus life」のプロデューサー
を務め、中小企業のネットショップ出店を支援している。

受講者募集中！

マネーフォワード クラウドツール活用セミナー
データの連携で事務作業時間を大幅削減できます！

日　時

内　容

お問合せ

申込方法

開催形式

参加費

主　催

2022年11月8日（火）
10：00 ～11：30 

オンライン配信（ZOOM）

無料 

那覇商工会議所

小高 将講師／ 【株式会社マネーフォワード九州・沖縄支社】

QRコード申込、那覇商工会議所HPより
申込、もしくは電話でお申し込みください

那覇商工会議所　小嶺 TEL：098-868-3759

大手メーカーを経て、2019年より株式会社マネーフォワード入社。
入社から士業事務所チャンネルにてマネーフォワードクラウドのセー
ルスを担当。主に九州・沖縄エリアを担当。

受講者募集中！

業務効率化による売上・利益率アップセミナー
簡単な ITツール導入で効果が出た事例から学ぶ！

内　容

お問合せ

申込方法

参加費

定　員

主　催

15名

日　時

場　所

2022年10月20日（木）
14：00 ～15：30 
沖縄産業支援センター研修室 (304)
（那覇市小禄1831番地）

無料 

那覇商工会議所

藤岡 敬一講師／ 【中小企業診断士】

QRコードもしくは、セミナーチラシ下の
参加申込書に記入しFAXにてお申し込みください
那覇商工会議所　小嶺・津嘉山 TEL：098-868-3759

システムエンジニアとして10年間従事し、通信・不動産・金融
等の幅広い業界での開発実績アリ。業務分析を通じた改善すべ
き課題の把握と、課題解決に必要なIT活用の提案について多く
の支援実績アリ。例）マリンサービスの予約管理業務改善、社
内業務の IT化による作業工程改善 

受講者募集中！

簡単な IT ツールの活用でも、業務プロセスの改善は可
能です！作業効率を見直して、売上 UP＆利益率改善に
成功した事例と手法をご紹介します。

・クラウド会計導入のメリット・レポートによる経営分析
・導入時の操作方法やPOSレジ、銀行などの連携設定

●クラウド会計導入

・各サービスの紹介と導入事業所の事例紹介・デモンストレーション

●クラウド確定申告･請求書･経費･給与･社会保険･
   勤怠のサービス紹介
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（公社）沖縄県シルバー人材センター連合（公社）沖縄県シルバー人材センター連合

シルバー派遣事業のご案内！
令和４年度　高齢者活躍人材確保育成事業

臨時的・短期的又は軽易な業務
下記のシルバー人材センターにお気軽にお問い合わせ下さい。

（公社）那覇市シルバー人材センター　TEL : 098-943-5658　（公社）那覇市シルバー人材センター　TEL : 098-943-5658　

オフィスキャリエール：ご希望に合わせた研修をカスタマイズします

※詳細はオフィスキャリエールホームページをご覧ください

※ビジネスマナーの講師を目指す方向け

・ビジネスマナーの基礎・接客接遇
・ビジネス電話　ビジネスメール
・ビジネスコミュニケーション

♦ビジネスマナーティーチングマスター養成講座

●自社に合わせた接遇マナー研修をしたい
●接遇マニュアルを作成したい
●社員のビジネススキルを向上させたい　など
お気軽にご連絡ください

お問合せ、申し込みは　オフィスキャリエールホームページから

11月1日（火）8日（火）15日（火） 3日間コース
♦マインドフルネスセミナー
11月24日（木）スタート 5回コース
♦ビジネスマナーセミナー
12月6日（火）7日（水）

セミナーのご案内

ビジネスコミュニケーション研修

基本マナー研修

クレーム対応研修

接遇マナー研修

メンタルヘルス研修

https : //officecarriere.com/
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通信

図2.黒地香袋桜牡丹文様描絵芭蕉衣裳図1.黒地桐鳳凰文描絵芭蕉衣装

図3.【重要文化財】朱漆花鳥密陀絵沈金御供飯
（徳川美術館）

　
通
称「
本
土
復
帰
」を
迎
え
て
50
年
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。博
物
館
で
は
、10
月
14
日
よ

り
復
帰
50
年
展「
琉
球
―
美
と
そ
の
背
景
―
」

を
展
観
し
ま
す
。

　「
琉
球
」が
テ
ー
マ
な
の
で
、当
館
の
常
設

展
と
似
た
よ
う
な
資
料
が
展
示
さ
れ
る
と
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、今
回
は
県
内
外
か
ら
多
数
の
資
料
を
借

用
し
、普
段
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
県
内
初

公
開
の
資
料
や
数
十
年
ぶ
り
の
公
開
に
な
る

資
料
を
展
示
し
ま
す
。

　
県
内
初
公
開
に
な
る
資
料
の
一
つ
に「
黒

地
桐
鳳
凰
文
描
絵
芭
蕉
衣
裳
」と「
黒
地
香
袋

桜
牡
丹
文
様
描
絵
芭
蕉
衣
裳
」が
あ
り
ま
す

（
図
１・２
）。愛
知
県
の
松
坂
屋
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
J
．フ
ロ
ン
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
史
料
館
が

所
蔵
す
る
衣
裳
で
、琉
球
の
神
女
で
あ
る
ノ

ロ
が
着
用
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
に
絵
が
描
か
れ
た
ノ
ロ
の
衣
裳
は
他
に

類
が
無
く
と
て
も
珍
し
い
で
す
。松
坂
屋
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
は
、他
に
２
領
の
着
物
を

借
用
し
初
公
開
し
ま
す
。

　
県
内
初
公
開
と
な
る
他
の
資
料
と
し
て
、

宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
し
て
い
る「
康
熙
帝

勅
諭
写
本
及
び
外
筒
」が
あ
り
ま
す
。勅
諭
と

は
、中
国
皇
帝
か
ら
の
言
葉
が
記
さ
れ
た
書

物
で
、か
つ
て
は
琉
球
国
王
宛
て
に
出
さ
れ

た
勅
諭
が
多
数
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、明
治
時
代
に
な
る
と
明
治
政
府
に

接
収
さ
れ
、そ
の
後
関
東
大
震
災
で
焼
失
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、幸
運
な
こ
と
に
当
館

が
所
蔵
す
る「
弘
治
帝
勅
諭
」（
重
要
文
化
財
）

と
個
人
の
方
が
所
蔵
す
る「
景
泰
帝
勅
諭
」の

現
存
が
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
勅
諭
は
明
時
代
に
発
給
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、清
時
代
の
勅
諭
は
現
存
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
宮
内
庁
所
蔵
の
勅
書
は
、清
時
代
の
勅
書

を
写
本
し
た
も
の
で
す
。明
時
代
の
勅
諭
は

本
紙
に
龍
の
絵
を
描
い
て
い
る
の
に
対
し
、

清
時
代
の
勅
書
は
文
章
の
周
り
を
龍
の
枠
で

囲
っ
て
い
る
な
ど
、時
代
に
よ
る
違
い
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。漢
文
と
満
文（
満
州
文
字
）

が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。こ
の

写
本
で
は
漢
文
は
正
確
に
写
さ
れ
て
い
ま
す

が
、満
文
は
上
手
く
書
き
写
せ
て
い
ま
せ
ん
。

ち
ょ
う
ど
欧
米
の
方
が
漢
字
を
見
様
見
真
似

で
書
く
よ
う
に
、な
ん
と
な
く
の
雰
囲
気
で

写
さ
れ
て
い
ま
す
。原
本
に
は「
金
漆
画
龍
勅

復帰50年展「琉球―美とその背景―」
見どころ紹介

2022年10月14日（金）～12月4日（日）

筒
」が
付
属
し

て
い
た
と
さ

れ
て
い
ま
す

が
、そ
れ
を
写

し
た
外
筒
も

付
属
し
、清
時

代
の
勅
諭
の

こ
と
を
窺
い

知
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。今

回
の
展
示
で

は
、現
存
す
る

明
時
代
の
勅
諭
２
点
と
併
せ
て
、初
め
て
３

つ
の
勅
諭
が
並
ん
で
展
示
さ
れ
る
の
も
見
ど

こ
ろ
の
一
つ
で
す
。

　
初
公
開
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、久
し
ぶ
り

に
里
帰
り
す
る
資
料
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
が
、

「
朱
漆
花
鳥
密
陀
絵
沈
金
御
供
飯
」（
重
要
文

化
財
・
図
３
）で
す
。江
戸
幕
府
初
代
将
軍
・
徳

川
家
康
が
旧
蔵
し
て
い
た
漆
器
で
、家
康
の

死
後
に
九
男
・
義
直（
尾
張
徳
川
家
初
代
）に

形
見
分
け
さ
れ
、現
在
は
愛
知
県
の
徳
川
美

術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。琉
球
漆
器
の

中
で
も
特
に
完
成
度
の
高
い
作
品
で
、琉
球

の
美
術
工
芸
品
と
し
て
唯
一
国
指
定
の
文
化

財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、東
京
国
立
博
物
館
・
九
州
国
立
博

物
館
を
は
じ
め
、多
く
の
機
関
・
個
人
の
方
か

ら
復
帰
50
年
だ
か
ら
こ
そ
借
用
で
き
た
資
料

が
多
数
あ
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
是
非
ご
観

覧
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　  （
学
芸
員 

伊
禮 

拓
郎
）

（松坂屋コレクションJ.フロントリテイリング史料館）
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タウン
ラビリンス

ある

身
体
言
語
の
５
０
０
年

石
敢
當
の
島
々

文
と
絵 

＝
ロ
ー
ゼ
ル
川
田

　「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
連
載
を
編
集
」　

  （
那
覇
商
工
会
議
所
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

　
沖
縄
の
路
地
を
歩
き
回
っ
て
い
る
と
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

「
石
敢
當
」に
突
き
当
た
り
、ど
こ
の
地
域
の
風
景
の
中
に
も
馴

染
ん
で
居
座
っ
て
い
る
。

　
一
般
的
に
は
道
路
や
路
地
の
Ｔ
字
路
、三
叉
路
、Ｙ
字
路
の

突
き
当
り
や
人
家
の
塀
や
壁
面
、橋
と
道
の
境
界
に
も
設
置
さ

れ
る
魔
除
け
や
厄
除
け
の
石
造
物（
長
方
形
の
石
板
）で
あ
る
。

　
時
代
が
移
り
変
わ
っ
て
も
、都
市
空
間
や
建
物
の
デ
ザ
イ

ン
思
考
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
容
し
て
も
、石
敢
當
は
ペ
タ
ッ

と
壁
面
に
貼
り
付
い
て
い
る
。ス
ク
ッ
と
立
っ
て
い
る
。

　
生
ま
れ
変
わ
る
風
景
の
中
で
、変
わ
ら
な
い
事
物
が
存
在

す
る
こ
と
に
安
堵
感
を
覚
え
る
の
は
、見
え
る
物
の
背
後
に

見
え
な
い
精
神
性
が
無
意
識
に
継
承
さ
れ
続
け
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　
御
嶽
、聖
地
、お
墓
、仏
壇・位
牌
、ヒ
ヌ
カ
ン
、枇
榔
樹（
ビ
ロ

ウ
）な
ど
と
共
に
石
敢
當
は
時
を
超
え
て
風
景
の
錨
で
あ
る
。

　「
石
敢
當
」は
中
国
古
代
の
習
俗
の
一
つ
で
あ
り
、８
世
紀
後

半
の
唐
の
時
代
ま
で
遡
る
。冊
封
副
使
の
周
煌
の
復
命
書（
１

７
５
６
年
）『
琉
球
国
志
略
』の
な
か
に
は「
石
敢
當
と
刻
す
」の

文
字
が
あ
る
。既
に
17
世
紀
初
頭
に
は
琉
球
か
ら
薩
摩
へ
伝

播
し
た
と
さ
れ
る
。『
日
本
の
石
敢
當
』小
玉
正
任
著
に
は
全

国
29
都
道
府
県
に
散
在
し
て
い
る
と
あ
る
が
、推
計
で
は
９

割
の
約
１
万
基
が
沖
縄
に
あ
り
、鹿
児
島
に
も
千
基
程
あ
る

と
推
測
さ
れ
る
。そ
こ
に
は
琉
球
と
島
津
の
歴
史
的
関
係
が

表
象
さ
れ
て
い
る
。

　
石
神
信
仰
が
あ
り
石
敢
當
は
石
獅
子
と
セ
ッ
ト
と
し
て

ベ
ー
シ
ッ
ク
な
風
景
と
な
っ
て
悪
霊
、悪
霊
、災
厄
を
除
き
払

う
の
で
あ
る
。石
敢
當
に
記
さ
れ
た
文
字
に
は「
石
敢
當
」と

「
泰
山
石
敢
當
」が
あ
り
、二
つ
の
由
来
が
あ
る
。

　
沖
縄（
琉
球
）は
南
方
の
福
建
省
の
中
南
部
地
域
の
影
響
を

受
け
て
い
る
と
さ
れ
、「
石
敢
當
」の
刻
字
の
設
置
が
多
く
見

ら
れ
る
の
で
、琉
球
の
交
易
時
代
の
歴
史
と
直
接
結
び
つ
く
。

中
国
北
方
の
山
東
省
は「
泰
山
石
敢
當
」が
多
い
と
さ
れ
る

が
、現
存
す
る
沖
縄
最
古
の「
㤗
山
石
敢
當
」を
久
米
島
で
見

た
。

　
南
方
の
石
敢
當
は
風
水
の
吉
凶
判
断
や
地
形
を
重
ん
じ
る

為
、風
水
師
な
ど
の
専
門
家
が
設
置
し
、地
勢
を
重
視
し
て
き

た
。い
わ
ば「
気
」が
良
く
な
い
場
所
に
石
敢
當
を
設
置
し
て

「
気
」を
よ
く
す
る
の
で
あ
る
。「
気
」は
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低

い
場
所
に
流
れ
る
の
で
、低
い
と
こ
ろ
の
邪
気
を
止
め
る
。

　
現
在
、市
街
地
や
路
地
界
隈
、郊
外
に
お
い
て
も
、路
地
の

古
い
民
家
群
は
立
ち
退
き
や
土
地
の
買
収
な
ど
に
よ
り
取
り

壊
さ
れ
、ひ
と
塊
の
大
き
な
空
き
地
が
増
え
つ
つ
あ
る
。多

分
、跡
地
は
大
規
模
な
建
物
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く
の
で

あ
ろ
う
。風
景
の
変
貌
が
予
想
で
き
る
。と
す
る
と
、路
地
の

民
家
に
貼
り
付
い
て
い
た
石
敢
當
は
民
家
や
路
地
の
消
滅
と

共
に
減
少
す
る
に
違
い
な
い
。

　
日
常
の
無
意
識
の
精
神
性
の
拠
所
の
一
部
と
し
て
存
在
し

続
け
る「
石
敢
當
」は
、消
え
た
路
地
群
の
民
家
と
共
に
消
滅

す
る
が
、そ
の
後
も
、石
敢
當
は
宙
に
浮
か
び
邪
気
を
払
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
福
建
省
の
南
部
や
山
東
省
の
石
敢
當
を
数
え
た
こ
と
は
な

い
が
、お
そ
ら
く
沖
縄
は
世
界
最
大
数
の
石
敢
當
の
島
々
な

の
で
あ
る
。石
に
対
す
る
信
仰
と
石
敢
當
、石
獅
子
と
の
セ
ッ

ト
で
肝
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。遠
い
昔
、東
ア
ジ
ア
貿
易
に

よ
っ
て
、中
国
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
へ
伝
播
し
た
と
さ
れ
る
石

敢
當
が
今
も
生
き
続
け
る
沖
縄
。そ
の
５
０
０
年
間
に
思
い

を
巡
ら
せ
る
。つ
い
最
近
ま
で
中
国
か
ら
の
観
光
客
で
賑

わ
っ
た
石
敢
當
の
島
々
。長
い
歴
史
の
扉
を
閉
ざ
す
の
で
は

な
く
、ム
ト
ゥ
ビ
レ
ー（
大
切
な
人
）な
の
で
あ
る
。台
湾
近
海

の
か
ま
び
す
し
い
昨
今
、世
界
最
大
数
の
石
敢
當
の
保
有
す

る
沖
縄
、唐
の
時
代
か
ら
の
石
敢
當
を
愛
す
る
人
々
。物
語
で

は
な
く
、生
き
て
い
る
沖
縄
か
ら
の「
石
敢
當
外
交
」が
開
か

れ
て
い
る
。
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図2.黒地香袋桜牡丹文様描絵芭蕉衣裳図1.黒地桐鳳凰文描絵芭蕉衣装

図3.【重要文化財】朱漆花鳥密陀絵沈金御供飯
（徳川美術館）

　
通
称「
本
土
復
帰
」を
迎
え
て
50
年
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。博
物
館
で
は
、10
月
14
日
よ

り
復
帰
50
年
展「
琉
球
―
美
と
そ
の
背
景
―
」

を
展
観
し
ま
す
。

　「
琉
球
」が
テ
ー
マ
な
の
で
、当
館
の
常
設

展
と
似
た
よ
う
な
資
料
が
展
示
さ
れ
る
と
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、今
回
は
県
内
外
か
ら
多
数
の
資
料
を
借

用
し
、普
段
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
県
内
初

公
開
の
資
料
や
数
十
年
ぶ
り
の
公
開
に
な
る

資
料
を
展
示
し
ま
す
。

　
県
内
初
公
開
に
な
る
資
料
の
一
つ
に「
黒

地
桐
鳳
凰
文
描
絵
芭
蕉
衣
裳
」と「
黒
地
香
袋

桜
牡
丹
文
様
描
絵
芭
蕉
衣
裳
」が
あ
り
ま
す

（
図
１・２
）。愛
知
県
の
松
坂
屋
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
J
．フ
ロ
ン
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
史
料
館
が

所
蔵
す
る
衣
裳
で
、琉
球
の
神
女
で
あ
る
ノ

ロ
が
着
用
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
に
絵
が
描
か
れ
た
ノ
ロ
の
衣
裳
は
他
に

類
が
無
く
と
て
も
珍
し
い
で
す
。松
坂
屋
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
は
、他
に
２
領
の
着
物
を

借
用
し
初
公
開
し
ま
す
。

　
県
内
初
公
開
と
な
る
他
の
資
料
と
し
て
、

宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
し
て
い
る「
康
熙
帝

勅
諭
写
本
及
び
外
筒
」が
あ
り
ま
す
。勅
諭
と

は
、中
国
皇
帝
か
ら
の
言
葉
が
記
さ
れ
た
書

物
で
、か
つ
て
は
琉
球
国
王
宛
て
に
出
さ
れ

た
勅
諭
が
多
数
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、明
治
時
代
に
な
る
と
明
治
政
府
に

接
収
さ
れ
、そ
の
後
関
東
大
震
災
で
焼
失
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、幸
運
な
こ
と
に
当
館

が
所
蔵
す
る「
弘
治
帝
勅
諭
」（
重
要
文
化
財
）

と
個
人
の
方
が
所
蔵
す
る「
景
泰
帝
勅
諭
」の

現
存
が
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
勅
諭
は
明
時
代
に
発
給
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、清
時
代
の
勅
諭
は
現
存
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
宮
内
庁
所
蔵
の
勅
書
は
、清
時
代
の
勅
書

を
写
本
し
た
も
の
で
す
。明
時
代
の
勅
諭
は

本
紙
に
龍
の
絵
を
描
い
て
い
る
の
に
対
し
、

清
時
代
の
勅
書
は
文
章
の
周
り
を
龍
の
枠
で

囲
っ
て
い
る
な
ど
、時
代
に
よ
る
違
い
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。漢
文
と
満
文（
満
州
文
字
）

が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。こ
の

写
本
で
は
漢
文
は
正
確
に
写
さ
れ
て
い
ま
す

が
、満
文
は
上
手
く
書
き
写
せ
て
い
ま
せ
ん
。

ち
ょ
う
ど
欧
米
の
方
が
漢
字
を
見
様
見
真
似

で
書
く
よ
う
に
、な
ん
と
な
く
の
雰
囲
気
で

写
さ
れ
て
い
ま
す
。原
本
に
は「
金
漆
画
龍
勅

復帰50年展「琉球―美とその背景―」
見どころ紹介

2022年10月14日（金）～12月4日（日）

筒
」が
付
属
し

て
い
た
と
さ

れ
て
い
ま
す

が
、そ
れ
を
写

し
た
外
筒
も

付
属
し
、清
時

代
の
勅
諭
の

こ
と
を
窺
い

知
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。今

回
の
展
示
で

は
、現
存
す
る

明
時
代
の
勅
諭
２
点
と
併
せ
て
、初
め
て
３

つ
の
勅
諭
が
並
ん
で
展
示
さ
れ
る
の
も
見
ど

こ
ろ
の
一
つ
で
す
。

　
初
公
開
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、久
し
ぶ
り

に
里
帰
り
す
る
資
料
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
が
、

「
朱
漆
花
鳥
密
陀
絵
沈
金
御
供
飯
」（
重
要
文

化
財
・
図
３
）で
す
。江
戸
幕
府
初
代
将
軍
・
徳

川
家
康
が
旧
蔵
し
て
い
た
漆
器
で
、家
康
の

死
後
に
九
男
・
義
直（
尾
張
徳
川
家
初
代
）に

形
見
分
け
さ
れ
、現
在
は
愛
知
県
の
徳
川
美

術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。琉
球
漆
器
の

中
で
も
特
に
完
成
度
の
高
い
作
品
で
、琉
球

の
美
術
工
芸
品
と
し
て
唯
一
国
指
定
の
文
化

財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、東
京
国
立
博
物
館
・
九
州
国
立
博

物
館
を
は
じ
め
、多
く
の
機
関
・
個
人
の
方
か

ら
復
帰
50
年
だ
か
ら
こ
そ
借
用
で
き
た
資
料

が
多
数
あ
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
是
非
ご
観

覧
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　  （
学
芸
員 

伊
禮 

拓
郎
）

（松坂屋コレクションJ.フロントリテイリング史料館）
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ある
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の
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０
０
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石
敢
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の
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文
と
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田
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縄
タ
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ム
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連
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を
編
集
」　

  （
那
覇
商
工
会
議
所
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

　
沖
縄
の
路
地
を
歩
き
回
っ
て
い
る
と
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で

「
石
敢
當
」に
突
き
当
た
り
、ど
こ
の
地
域
の
風
景
の
中
に
も
馴

染
ん
で
居
座
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て
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る
。

　
一
般
的
に
は
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路
や
路
地
の
Ｔ
字
路
、三
叉
路
、Ｙ
字
路
の

突
き
当
り
や
人
家
の
塀
や
壁
面
、橋
と
道
の
境
界
に
も
設
置
さ

れ
る
魔
除
け
や
厄
除
け
の
石
造
物（
長
方
形
の
石
板
）で
あ
る
。

　
時
代
が
移
り
変
わ
っ
て
も
、都
市
空
間
や
建
物
の
デ
ザ
イ

ン
思
考
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
容
し
て
も
、石
敢
當
は
ペ
タ
ッ

と
壁
面
に
貼
り
付
い
て
い
る
。ス
ク
ッ
と
立
っ
て
い
る
。

　
生
ま
れ
変
わ
る
風
景
の
中
で
、変
わ
ら
な
い
事
物
が
存
在

す
る
こ
と
に
安
堵
感
を
覚
え
る
の
は
、見
え
る
物
の
背
後
に

見
え
な
い
精
神
性
が
無
意
識
に
継
承
さ
れ
続
け
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　
御
嶽
、聖
地
、お
墓
、仏
壇・位
牌
、ヒ
ヌ
カ
ン
、枇
榔
樹（
ビ
ロ

ウ
）な
ど
と
共
に
石
敢
當
は
時
を
超
え
て
風
景
の
錨
で
あ
る
。

　「
石
敢
當
」は
中
国
古
代
の
習
俗
の
一
つ
で
あ
り
、８
世
紀
後

半
の
唐
の
時
代
ま
で
遡
る
。冊
封
副
使
の
周
煌
の
復
命
書（
１

７
５
６
年
）『
琉
球
国
志
略
』の
な
か
に
は「
石
敢
當
と
刻
す
」の

文
字
が
あ
る
。既
に
17
世
紀
初
頭
に
は
琉
球
か
ら
薩
摩
へ
伝

播
し
た
と
さ
れ
る
。『
日
本
の
石
敢
當
』小
玉
正
任
著
に
は
全

国
29
都
道
府
県
に
散
在
し
て
い
る
と
あ
る
が
、推
計
で
は
９

割
の
約
１
万
基
が
沖
縄
に
あ
り
、鹿
児
島
に
も
千
基
程
あ
る

と
推
測
さ
れ
る
。そ
こ
に
は
琉
球
と
島
津
の
歴
史
的
関
係
が

表
象
さ
れ
て
い
る
。

　
石
神
信
仰
が
あ
り
石
敢
當
は
石
獅
子
と
セ
ッ
ト
と
し
て

ベ
ー
シ
ッ
ク
な
風
景
と
な
っ
て
悪
霊
、悪
霊
、災
厄
を
除
き
払

う
の
で
あ
る
。石
敢
當
に
記
さ
れ
た
文
字
に
は「
石
敢
當
」と

「
泰
山
石
敢
當
」が
あ
り
、二
つ
の
由
来
が
あ
る
。

　
沖
縄（
琉
球
）は
南
方
の
福
建
省
の
中
南
部
地
域
の
影
響
を

受
け
て
い
る
と
さ
れ
、「
石
敢
當
」の
刻
字
の
設
置
が
多
く
見

ら
れ
る
の
で
、琉
球
の
交
易
時
代
の
歴
史
と
直
接
結
び
つ
く
。

中
国
北
方
の
山
東
省
は「
泰
山
石
敢
當
」が
多
い
と
さ
れ
る

が
、現
存
す
る
沖
縄
最
古
の「
㤗
山
石
敢
當
」を
久
米
島
で
見

た
。

　
南
方
の
石
敢
當
は
風
水
の
吉
凶
判
断
や
地
形
を
重
ん
じ
る

為
、風
水
師
な
ど
の
専
門
家
が
設
置
し
、地
勢
を
重
視
し
て
き

た
。い
わ
ば「
気
」が
良
く
な
い
場
所
に
石
敢
當
を
設
置
し
て

「
気
」を
よ
く
す
る
の
で
あ
る
。「
気
」は
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低

い
場
所
に
流
れ
る
の
で
、低
い
と
こ
ろ
の
邪
気
を
止
め
る
。

　
現
在
、市
街
地
や
路
地
界
隈
、郊
外
に
お
い
て
も
、路
地
の

古
い
民
家
群
は
立
ち
退
き
や
土
地
の
買
収
な
ど
に
よ
り
取
り

壊
さ
れ
、ひ
と
塊
の
大
き
な
空
き
地
が
増
え
つ
つ
あ
る
。多

分
、跡
地
は
大
規
模
な
建
物
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く
の
で

あ
ろ
う
。風
景
の
変
貌
が
予
想
で
き
る
。と
す
る
と
、路
地
の

民
家
に
貼
り
付
い
て
い
た
石
敢
當
は
民
家
や
路
地
の
消
滅
と

共
に
減
少
す
る
に
違
い
な
い
。

　
日
常
の
無
意
識
の
精
神
性
の
拠
所
の
一
部
と
し
て
存
在
し

続
け
る「
石
敢
當
」は
、消
え
た
路
地
群
の
民
家
と
共
に
消
滅

す
る
が
、そ
の
後
も
、石
敢
當
は
宙
に
浮
か
び
邪
気
を
払
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
福
建
省
の
南
部
や
山
東
省
の
石
敢
當
を
数
え
た
こ
と
は
な

い
が
、お
そ
ら
く
沖
縄
は
世
界
最
大
数
の
石
敢
當
の
島
々
な

の
で
あ
る
。石
に
対
す
る
信
仰
と
石
敢
當
、石
獅
子
と
の
セ
ッ

ト
で
肝
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。遠
い
昔
、東
ア
ジ
ア
貿
易
に

よ
っ
て
、中
国
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
へ
伝
播
し
た
と
さ
れ
る
石

敢
當
が
今
も
生
き
続
け
る
沖
縄
。そ
の
５
０
０
年
間
に
思
い

を
巡
ら
せ
る
。つ
い
最
近
ま
で
中
国
か
ら
の
観
光
客
で
賑

わ
っ
た
石
敢
當
の
島
々
。長
い
歴
史
の
扉
を
閉
ざ
す
の
で
は

な
く
、ム
ト
ゥ
ビ
レ
ー（
大
切
な
人
）な
の
で
あ
る
。台
湾
近
海

の
か
ま
び
す
し
い
昨
今
、世
界
最
大
数
の
石
敢
當
の
保
有
す

る
沖
縄
、唐
の
時
代
か
ら
の
石
敢
當
を
愛
す
る
人
々
。物
語
で

は
な
く
、生
き
て
い
る
沖
縄
か
ら
の「
石
敢
當
外
交
」が
開
か

れ
て
い
る
。
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https://nahacci.com
那覇商工会議所

10・11月スケジュール 9月事務局日誌
9月1日（木）

9月2日（金）

9月7日(水)

9月8日（木）

9月9日(金)

9月12日（月）

9月13日（火）

9月14日（水）

9月15日(木)

9月16日（金）

9月20日（火）

9月21日（水）

9月26日（月）

9月29日(木)

9月30日(金)

沖縄県商工会議所連合会　幹事会

インボイス制度対策セミナー

障害者の雇用促進に関する要請

沖縄県商工会議所青年部連合会　臨時総会

議員選挙委員会

サイバーセキュリティセミナー

うちなー健康企業会　
第２回定例会マル経本審査

臨時正副会頭会議
岡田直樹沖縄担当大臣との懇談会
青年部　第80回臨時総会

1号・2号議員協議会

日本商工会議所創立100周年記念式典

DXセミナー 第1回
「経営者のためのDX入門セミナー」
女性会定例会

燃料費高騰に伴う要請活動

DXセミナー　第2回
「デジタルを活用できる組織 ・ チームの作り方」

交通・運輸部会
小売部会
建設部会

卸売部会
工業部会
文化・情報部会
融資制度説明会

金融部会
貿易部会
観光･サービス部会
経済団体会議
DXセミナー　第3回
「DXによる売上･付加価値向上セミナー」
第54回全国商工会議所女性会連合会総会（福島大会）
日本商工会議所青年部 第42回九州ブロック宮古島大会
ハラスメント対策セミナー
商品のブランディング構築セミナー
1号議員選挙
青年部定例会及び事業
正副会頭会議
業務効率化による売上・利益率アップセミナー
第226回珠算検定試験
経済団体会議　幹事会

10月3日（月）

10月5日（水）
10月6日（木）

10月7日（金）

10月12日（水）

10月14日（金）
10月18日（火）
10月19日（水）
10月20日（木）
10月23日（日）
10月26日（水）

臨時議員総会
助成金セミナー
MFクラウドツール活用セミナー
青年部定例会及び事業
業務効率向上のための時間管理セミナー
EC・ネットショップのマーケティング戦略＆
商品企画セミナー
アルベルト城間講演会（女性会チャリティー事業）
正副会頭会議
第162回簿記検定試験
BCP策定支援セミナー
SNSマーケティング戦略セミナー
経済団体会議　幹事会
香港フォーラム
スイーツフェア

11月1日（火）
11月7日（月）
11月8日（火）
11月9日（水）
11月14日（月）
11月15日（火）

11月16日（水）
11月20日（日）
11月21日（月）

11月22日（火）
11月29日（火）
11月30日（水）
～12月2日（金）

Nohara wagasi
カフェスタイルの和菓子屋さん

私たち会社は和菓子にこだわりを持ちお客様へ飽きの来
ない和菓子作りをしています。コーヒーはオーガニック
で希少価値のあるモンターニャベロニカを取り入れ、和
菓子とも合うコーヒーも揃えています。また人気定番の
和菓子は常備そろえていて、季節により四季にあった和
菓子も取りそろえています。
現在は移動販売として稼働していますが将来的に路面店
を持ち移動販売と両立していきたいと思っています。
和菓子と言えば京都！ではなく和菓子と言えば Nohara
の和菓子と言われるよう地元の皆さんに愛されるよう夫
婦ともに精進してまいります。

カフェ？和菓子屋？と変わったスタイルのお店

今月
の表
紙

☎ 090-1179-9012
Instagram
nohara_wagasi

INFORMATION
所在地　沖縄全域

スイーツフェア２０２２出店事業所
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那覇商工会議所

10・11月スケジュール 9月事務局日誌
9月1日（木）

9月2日（金）

9月7日(水)

9月8日（木）

9月9日(金)

9月12日（月）

9月13日（火）

9月14日（水）

9月15日(木)

9月16日（金）

9月20日（火）

9月21日（水）

9月26日（月）

9月29日(木)

9月30日(金)

沖縄県商工会議所連合会　幹事会

インボイス制度対策セミナー

障害者の雇用促進に関する要請

沖縄県商工会議所青年部連合会　臨時総会

議員選挙委員会

サイバーセキュリティセミナー

うちなー健康企業会　
第２回定例会マル経本審査

臨時正副会頭会議
岡田直樹沖縄担当大臣との懇談会
青年部　第80回臨時総会

1号・2号議員協議会

日本商工会議所創立100周年記念式典

DXセミナー 第1回
「経営者のためのDX入門セミナー」
女性会定例会

燃料費高騰に伴う要請活動

DXセミナー　第2回
「デジタルを活用できる組織 ・ チームの作り方」

交通・運輸部会
小売部会
建設部会

卸売部会
工業部会
文化・情報部会
融資制度説明会

金融部会
貿易部会
観光･サービス部会
経済団体会議
DXセミナー　第3回
「DXによる売上･付加価値向上セミナー」
第54回全国商工会議所女性会連合会総会（福島大会）
日本商工会議所青年部 第42回九州ブロック宮古島大会
ハラスメント対策セミナー
商品のブランディング構築セミナー
1号議員選挙
青年部定例会及び事業
正副会頭会議
業務効率化による売上・利益率アップセミナー
第226回珠算検定試験
経済団体会議　幹事会

10月3日（月）

10月5日（水）
10月6日（木）

10月7日（金）

10月12日（水）

10月14日（金）
10月18日（火）
10月19日（水）
10月20日（木）
10月23日（日）
10月26日（水）

臨時議員総会
助成金セミナー
MFクラウドツール活用セミナー
青年部定例会及び事業
業務効率向上のための時間管理セミナー
EC・ネットショップのマーケティング戦略＆
商品企画セミナー
アルベルト城間講演会（女性会チャリティー事業）
正副会頭会議
第162回簿記検定試験
BCP策定支援セミナー
SNSマーケティング戦略セミナー
経済団体会議　幹事会
香港フォーラム
スイーツフェア

11月1日（火）
11月7日（月）
11月8日（火）
11月9日（水）
11月14日（月）
11月15日（火）

11月16日（水）
11月20日（日）
11月21日（月）

11月22日（火）
11月29日（火）
11月30日（水）
～12月2日（金）

Nohara wagasi
カフェスタイルの和菓子屋さん

私たち会社は和菓子にこだわりを持ちお客様へ飽きの来
ない和菓子作りをしています。コーヒーはオーガニック
で希少価値のあるモンターニャベロニカを取り入れ、和
菓子とも合うコーヒーも揃えています。また人気定番の
和菓子は常備そろえていて、季節により四季にあった和
菓子も取りそろえています。
現在は移動販売として稼働していますが将来的に路面店
を持ち移動販売と両立していきたいと思っています。
和菓子と言えば京都！ではなく和菓子と言えば Nohara
の和菓子と言われるよう地元の皆さんに愛されるよう夫
婦ともに精進してまいります。

カフェ？和菓子屋？と変わったスタイルのお店

今月
の表
紙

☎ 090-1179-9012
Instagram
nohara_wagasi
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沖縄県経済団体会議
電気料金の値上げに
向けた財政支援を要請

特集 .1

特集 .2

日本商工会議所
創立100周年記念式典を開催


